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　特　集
《地域活性化シンポジウム　2012》
電気自動車による地場産業活性化の可能性
―コンバートEV（改造電気自動車）を中心として―
　新潟経営大学地域活性化研究所主催のシンポジウムは2012年９月16日に燕三条地場産業振興センター　リ
サーチコア　７階　マルチメディアホールで行われました。県内の企業、行政機関、研究機関の関係者や新潟県県
央地域の住民の方々や、県外からなど約80名の参加がありました。そのハイライトを掲載します。
　シンポジウムのプログラムは以下のとおりです。
プログラム
挨　　　拶　　　　　　泉田　裕彦　　新潟県知事
　　　　　　　　　　　渡辺　　保　　新潟経営大学教授・学長
　　　　　　　　　　　片上　　洋　　新潟経営大学教授・新潟経営大学地域活性化研究所所長
基調報告　　　　　　　村沢　義久　　東京大学総長室アドバイザー
　　　　　　　　　　　本田　　昇　　EVhonda株式会社代表
コメント　　　　　　　河合　雅樹　　新潟県産業動労観光部　参与（新産業企画担当）
討　　論
　　　　　パネリスト／有本　賢一　　加茂商工会議所青年部直前会長
　　　　　　　　　　　松田　英世　　新潟県産業労働観光部・新エネルギー開発室室長
　　　　　　　　　　　村沢　義久　　東京大学総長室アドバイザー
　　　　　　　　　　　本田　　昇　　EVhonda株式会社代表
　　　　　司　　　会／吉田　一郎　　新潟経営大学准教授
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パネルディスカッション
司会
　長らくお待たせいたしました。それでは、新潟経営
大学地域活性化研究所、地域活性化シンポジウムを開
催させていただきます。
　本日は電気自動車による、地場産業活性化の可能性
のテーマでパネルディスカッション、また基調報告を
予定いたしております。本日司会を務めさせていただ
きます、私、新潟経営大学経営情報学部の石井でござ
います。よろしくお願いいたします。
　一つご連絡がございますが、下の駐車場に私どもの
研究所で開発・製作いたしました電気自動車を駐車し
ておりますので、このシンポジウム終了後にでもぜひ
ご覧いただければと存じます。
　それではまず最初に、新潟県知事の泉田裕彦様より、
ご挨拶をいただきたいと存じます。よろしくお願いい
たします。
泉田裕彦・新潟県知事のあいさつ
　「地域活性化シンポジウム2012」の開催に当たり、
一言挨拶を申し上げます。
　このたび、電気自動車による地場産業活性化をテー
マとするシンポジウムが開催されることは、誠に喜ば
しく、心からお祝い申し上げます。
　また、新潟経営大学におかれましては、地域に貢献
する人物の育成に向け、日頃から実践的な教育に取り
組まれるなど、関係の皆様のご努力に深く敬意を表し
ます。
　本県は、平成21年に経済産業省の「第一次EV・
PHVタウン」に選定されて以来、電気自動車等の普
及促進の基本方針となる条例の制定や、「街中充電ネッ
トワーク」の取組をはじめとする充電インフラの整
備、試乗会等開催による普及啓発など、全国に先駆け
て様々な取組を展開してきております。
　この結果、本年７月末において、電気自動車、プラ
グインハイブリッド車を合わせて521台が本県内に導
入されております。充電器につきましても、県内に急
速32台、普通速54台が整備され、さらに街中充電ネッ
トワークは229箇所となり、県内全域をほぼ網羅した
ものとなっております。
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　本県の中越地域にはものづくりの伝統や高度な技術
を有する企業が多数存在しており、新潟経営大学にお
かれましては、平成22年度に、次世代自動車産業と中
越地域の活性化策をテーマとしたシンポジウムを開催
されるなど、電気自動車関連産業に関するプロジェク
トに取り組まれております。
　また、コンバートEVの普及に精力的に取り組まれ
ているEVhonda株式会社様が、平成23年度地球温暖
化防止活動環境大臣表彰を受賞され、コンバートEV
に対する関心が高まっている中での本日のシンポジウ
ムの開催は、誠に時宜を得た取組であると考えており
ます。
　県といたしましても、電気自動車関連産業育成事業
として、コンバートEVへの改造費用の一部を補助す
る取組を実施しているところであり、電気自動車の普
及が、県民の皆様に新たな価値を提供するとともに、
関連産業の活性化や、新たなビジネスチャンス創出と
なるよう、様々な取組を推進して参ります。
　終わりに、本日ご参集の皆様のますますのご発展と
ご健勝を祈念いたしまして、開会の挨拶とさせていた
だきます。
平成24年９月16日、新潟県知事　泉田　裕彦
（新潟県産業労働観光部　参与（新産業企画担当）
河合雅樹氏代読）
司会
　それでは、続きまして新潟経営大学学長、渡辺保よ
りご挨拶させていただきます。
渡辺保・新潟経営大学学長の挨拶
　どうも皆さんごめんください。渡辺でございます。
日ごろ、新潟経営大学に対しまして、いろいろとご協
力等、感謝申し上げる次第でございます。
　また、きょうは連休の狭間という中にもかかわらず、
このようにたくさんの方においでいただきまして、本
当にありがとうございます。
なお、先ほど知事からのメッセージもいただきまして、
喜んでいるところでございます。
　さて、本日は、今ほどの中にもありましたように、
２年前に本学の地域活性化研究所が主催となりまし
て、次世代の自動車産業と中越地区の活性化の一環と
いうことで、電気自動車のプロジェクトというものを
立ち上げたわけでございます。
　今回は、それらの成果を元にいたしまして、世間的
にも非常に高まっておりますEV（電気自動車）、特に
コンバートEVということでございますが、これにつ
きましては、この後いろいろ基調報告等ございますが、
地場産業、そしてまた、中小企業の参入が非常に可能
であるということであり、これは、まさに、イノベー
ション、ダイレクトにはレボリューションといえるの
かもしれません。
　EVのＥというのが電気なわけですけれども、村沢
先生の表題にもありますように、太陽光発電という電
気の源になる、そういう部分についての興味あるお話
があるわけでございますが、何しろ私は素人ながらも
非常に関心を持っている次第でございます。
　申し遅れましたが、今回はそのEVに関しての第一
人者と言われております東京大学の村沢先生、それか
ら、EVhondaの本田様、そしてまた、県の方からは、
お二人の方、河合様と松田様、そして、加茂青年部直
前会長有本様も、パネラーとしておいでいただいてお
ります。非常に今後を占う意味でのかなり面白いもの
になるのかなと思っています。
　今日のシンポジウムは、皆さま方にとって非常に有
意義があるものになるのではないかと思っています。
ひとつよろしくお願いしたいところでございます。簡
単ではございますけれども、ご挨拶に代えさせていた
だきます。どうもありがとうございます。
司会
　どうもありがとうございました。
　それでは、続きまして、新潟経営大学経営情報学部
教授、地域活性化研究所所長でございます片上洋より
ご挨拶させていただきます。
片上洋・新潟経営大学＋地域活性化研究所所長の
あいさつ
　皆さま方、連休の中日で、またお暑い中お越しくだ
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さいましてありがとうございます。実は、今、学長か
ら話がありましたように、そのプロジェクトは、県か
らも補助を頂いたプロジェクトの締めくくりという意
味もあります。
　しかしながら、あと一つは、やはり地域活性化研究
所というのは、地域と大学との、また、企業と大学と
の交流の窓口になる役割がございます。そういう点か
らしますと、世界が、国家がという問題ではなくて、
今何ができるか、果たしてビジネスチャンスになるか、
儲かるか、そして、それで地域が発展するかどうかと
いう、具体的、現実的な問題について、今日議論して
いただくわけでございます。
　そして、何々の時代だとよく言われます。EVの時
代だとか、何々時代だと、そういう時代が来るのでは
なくて、ここの会場にいらっしゃる皆さん方が、そう
いう時代をつくるんだという視点で、今日はシンポジ
ウムをやっていただくというふうに私は考えておりま
す。最後までよろしくお願いします。
司会
　どうもありがとうございました。
　それでは、続きまして、基調報告に移らせていただ
きます。
　まず、おひとり目の講師の先生をご紹介いたします。
東京大学総長室アドバイザーでいらっしゃいます村沢
義久先生に、「太陽光発電と電気自動車の時代」とい
うことで、約１時間をお願いしております。では、先
生よろしくお願いいたします。
基調報告１：村沢義久先生
　皆さまこんにちは。村沢でございます。よろしくお
願いします。今日の、メーンテーマは電気自動車を中
心として、地方を活性化させるという話でございます。
　先ほどからのごあいさつの中にもいろいろと出てき
ておりますが、電気自動車は地方が中心となってやっ
てきていることですが、太陽光発電とは、実は切って
も切れない、非常に大きな相乗効果がありますので、
そのお話を一緒にしたいと思っています。
　私のきょうのお話の参考資料としまして、まずツ
イッター、私がぶつぶつとつぶやいているものがあり
ますので、よろしければ、見ていただければと思いま
す。
　それから、いろいろなところで私は講演をやったり、
本を書いたり、記事を書いたりしておりますが、今メー
ンで情報発信しておりますのが『日経ビジネスOn 
Line』というものでございまして、こういうところで、
今年になってから９点ほど出しておりますが、幾つか
の代表的なものを抜き出してきました。「全ての家庭
用太陽光発電をキロワットアワー当たり24円に」とい
うタイトルのものが、今年２月に出ました。何で24円
かといいますと、ここですと北陸電力ですか、本田さ
ん。
本田昇・EVhonda社長
　東北電力。
村沢義久先生
　皆さんが東北電力から買っておられます電気代が、
平均してキロワットアワー当り24、25円だと思います。
ですから、全ての太陽光発電を24円にするということ
は、英語でいうと、グリッドパリティ（Grid Parity）
と言いまして、電力会社から買っているのと同じ値段
で発電できますよということになります。これを実現
しますと、投資額を15年ぐらいで償却できますので、
それ以上使えば、確実に得をするという、そこまでコ
ストを下げましたということです。
　ここの記事の中で出てくる、私が紹介している人が
ちょうどここに来ております。大きい体でピンクの
シャツを着ている人で、手を挙げてください、立って
くれる？ 軽く自己紹介を。
木村氏
　千葉でソーラーの仕事をやっています、フジワラの
木村と申します。
村沢義久先生
　改造電気自動車とソーラーかな。
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木村氏
　はい、そうです。
村沢義久先生
　後で木村さんを捕まえて、いろいろと聞いてくださ
い。ここのサイト、『日経ビジネスOn Line』を読ん
でいただきますと、木村さんたちの会社がやっている
ことや、これから計画していることも紹介してありま
す。
　彼は、昨年の夏に私を呼んで、このような講演会を
やったのですが、そのときの目的は電気自動車のビジ
ネスの立ち上げだったのです。ところが、彼が、つい
でにという感じで配った資料を見たら、「太陽光発電
システムを全国最安値で出す」というようなことが書
いてありまして驚きました。私が考えていた価格より
更に安かったからです。そこで、私は記事とか講演と
かでそのことを紹介しました。改造電気自動車と太陽
光発電のビジネスには相乗効果があって、まとめてや
ることができますといういい例でございます。
　このシリーズでは、ほかに、こんなようなことも書
いてあります。電気自動車関係では、「EVとしては中
途半端なプリウスPHV」と言う記事です。きょう私
の後で話すことになっている本田さんと一緒に見学に
行ってきましたが、改造PHVのほうがトヨタPHVよ
りいいのだというお話です。
　それから、改造EVの産業化の話、環境大臣賞受賞、
これも本田さんの話ですが、そんな記事があって、下
の二つが、また電力関係の話でございます。
　本もいろいろ出ておりまして、一番左が、地球温暖
化の入門書で、真ん中が、きょうの話のベースになっ
ているもので、太陽光発電と電気自動車の話です。日
本の21世紀の産業と言いますか、経済はこの二つで支
えますというような本です。それから、右の二つは、
電気自動車に特化した本でございます。よろしければ、
本屋に行ってももうないので、Amazonなら買えます。
よろしくお願いします。
　きょうの私の話は３章からなっておりまして、第１
章が「CO2、原発と太陽光発電」。第２章が「電気自
動車」、第３章が「太陽光発電と電気自動車のコラボ」
というふうな構成になっております。
　きょう、私はジャケットを２カ月ぶりぐらいに着て
おりますが、東京を出るときは、まあまあしのぎやす
かったので、東京よりはるか北にある新潟は涼しいは
ずであると思ってやってまいりました。ところが、燕
三条の駅に降りてきましたら、ああ暑い。
　今日暑いからといって、さあ、地球温暖化というふ
うに短絡的に考えてはいけないというのが、専門家の
話ですが。気象が変わってきていることは感じますね。
すごいですよね、今、沖縄のほうでは、史上最大級の
台風が来ている。九州では、かつて経験したことのな
い雨が降りました。かと思えば、これは、アメリカの
穀倉地帯ですが、56年ぶりの干ばつが起きています。
　地球温暖化といっても、ただ一直線に暑くなるだけ
ではなくて、豪雨が降る、それから、干ばつがある。
逆に、冬は雪が多くなったりとか、雨が降らなくなっ
たりとか、異常気象が起こっているわけなのです。つ
まり、気温だけの問題だと短絡的に考えられませんが、
もちろん気温も上がります。
　私は、徳島県、南国四国出身でございまして、私の
子どものころはこんなことを言っていました。「今日
は暑いね。暑いはずだよ、30度超しているよ」。とい
うのが、50～60年前、私はもう還暦を過ぎています。
　それが、今や、35度を超したかどうかと言っている
わけですから、感覚的には昔よりは５度ぐらい上がっ
ているのです。猛暑日という表現は、まだ数年前に使
い始めた言葉ですが、もうすぐ、40度以上の日が増え
てきます。猛暑日の次は何か知っていますか。おそら
く「酷暑日」だといわれています。
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　実は、私のもともとの研究は、CO2を削減する、そ
のために太陽光発電と電気自動車をやろうというとこ
ろから、始めています。地球温暖化の問題です。
　ご存知の方もいると思うのですが、21世紀末までに、
あと90年ぐらいですが、気温上昇が1.1から6.4度、海
面上昇が20センチから60センチと言われています。
　今、私の頭の中は、放射能問題、原発問題が占領し
ています。この近くに柏崎刈羽があります。放射能問
題をどうするか、2030年原発比率どうするかという重
要な問題ですが、この温暖化問題も忘れてもらっては
困ります。
　気温が１度、２度で収まれば何とかなると言われて
いる。１度、２度でも結構大きいのです。この部屋、
だいたい今、ちょうどいい温度にしていただいている
と思います。２度上がったら、結構暑いです。かなり
暑い。６度上がったら、これはひどいことになりま
す。それでも、この部屋の温度が６度上がるだけの話
でしょう。一歩部屋を出ればすずしい。しかし、平均
気温が６度上がったら、机も、空気も、水も、全ての
ものが上がる。これは大変なことです。
　地球の温度が６度上がったら、人類滅亡までは行か
ないだろうけれども、文明は破壊されるだろうと言わ
れています。だから、２度以内に抑えないといけない。
そのために何とかしなければいけないのです。
　最新の研究ではもっとひどいです。最大気温上昇は
７度、海面上昇は１メートルから２メートルぐらいに
なる。崖の上から見下ろしているときに、海面が２メー
トル上がっても、どうということはない。
　だけど、海辺に行ってご覧なさい。波打ち際、水面
から１メールしかないというところで、２メートル上
がったら大変なことになる。東京都江東区の辺りはゼ
ロメートル地帯なので、海面が２メートル上昇すると、
水浸しになるわけです。
　ニューヨーク。地球温暖化で世界の水面が上がると、
モルディブとか、ツバルという島が沈むという話があ
ります。こんなことを言うと、住民の方に怒られるの
ですが、モルディブとか、ツバルが沈んでも、世界は
滅びないのです。しかし、沈んだら、世界経済が確実
につぶれるという島があります。ニューヨークのマン
ハッタンです。マンハッタンは島なのです。隣のロン
グアイランドも島で、ケネディ空港とか、ラガーディ
ア空港がありますが、海抜2.5メートルしかない。海
面が２メートル上がって、台風などが来たらざばっと
やられます。ということで、非常に深刻な問題になる
ので、何とかしなければいけないわけです。放射能問
題、原発問題は重要ですけれども、温暖化問題も忘れ
てもらっては困りますということです。
　なぜ、太陽光発電と電気自動車かということですが、
日本中で年間に13億トンのCO2を出している。まった
くピンと来ないですよね、13億トンと言われても。
　日本の人口が１億3000万人ですから、皆さんが、老
人から赤ちゃんまで平均して一人10トン排出している
ことになります。そのうちの20％弱が運輸関係であり、
30％強が発電です。合わせて50％です。非常に短絡的
に、単細胞的に言えば、自動車を全部電気にして、火
力発電を全部太陽光にしてしまえば、最大50％減らせ
ます。そうは簡単にいかないですが、まず出発点とし
ては、そういうところから考えてみましょうというこ
とでございます。つまり、「費用対効果の高いものに
集中」するということです。
　それから、「減原発時代にも対応」しなければいけ
ない。私は、去年の3.11まではCO2削減のために、太
陽光発電と電気自動車の推進の話をしてきました。そ
の後は、減原発の対応もしなければいけなくなった。
日本中にある50カ所の原発です。本当は54基あるので
すが、福島第一原子力発電所の４基が一応廃止されて
いますので、50という数え方をしています。
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　今、停止しているものが13基、定期点検中が35基で、
動いているものが、ご存じのとおり大飯原発の３号機、
４号機の二つだけです。このすぐ近くにある柏崎刈羽
をどうするか、当分再稼働できないと、私は思ってい
ます。大変なことですね。
　このマークしたところが大飯原発です。来年の今ご
ろには定期点検で止まっています。原発は13カ月動か
しますと、そのあと、定期点検に入って、３カ月から
４カ月かかります。それまでに、他の原発を再稼働し
なければ、来年の今ごろは再び稼動ゼロになっている
可能性があります。
　「日本中どこに行っても200キロメートル以内に原発
がある」という話です。私は徳島県鳴門市の出身でご
ざいまして、ここのロータリークラブで講演をしたと
きに、「幸いわれわれのところには原発はないんです
よ」というコメントがあったので、「いやいや、周辺
にはないだけで、200キロメートルまで広げたらたく
さんあるんです」という話をしました。
　その後で、私は東京に帰ってきて、地図をあらため
て見直したのですが、徳島県鳴門市だけではなく、日
本中どこへ行っても、200キロメートル圏内に原発が
あることが分かりました。これが半径200キロメート
ルの円です。東京、名古屋、大阪、どこへ行ってもず
らりと原発があります。大阪は大飯原発も近いです。
和歌山県の潮岬というところ、ここまで行くと、200
キロメートルから少し外れます。その代わり、津波銀
座です。危ないです。
　これが新潟県燕三条市です。しっかりと200キロメー
トル圏内に山ほど原発があります。秋田のこの辺に
行ったらないかなと思ったら、ちゃんとありますね。
これからは、近くに原発がありませんというのが「売
り」になって、不動産の価値を決めるかもしれません。
　200キロ以内に原発がない、なんて場所が日本中に
あるのか、ありました。北方領土に近いところですが。
北海道の東半分のほうへ行ってしまいますと、200キ
ロメートル圏内にない。だけど、この辺から西風に
乗って放射能が飛んできますので危険がないわけでは
ない。しかも、日本中どこへ行っても活断層だらけだ
と言われています。怖い状況になってしまっています。
　私は、原理主義的に原発をゼロにしろと叫ぶわけで
はありませんが、先ほど言いましたように、大飯原発
も、来年の今ごろには止まっています。それまでに別
の原発を再稼働ができるかどうか不明です。だから、
現実的に考えて、原発が減ることは間違いないという
ことで、それに対しても対応しなければいけないこと
をお話ししておきます。
　もう一つ、民主党は取りあえず、2030年代までに原
発ゼロにしようといいながら、新規の建設を認めると
か、もんじゅも続けるとか、いろいろな矛盾したこと
を言っています。自民党の方はみんな、原発ゼロに反
対しています。
　原発というのは、一つ致命的な欠陥があります。津
波に対しての問題もありますけれども、実は使用済み
燃料の行き先がありません。処理を青森県六ヶ所村の
方で今やっていますが、これは、中間的な処理であっ
て、最終処理では使用済みの燃料棒をガラスで固めて
300メートル以上の地下に埋めることになっています。
これを数万年～10万年間保存します。
　まず、この保存期間が問題です。われわれホモサピ
エンスがアフリカで誕生したのが20万年前だと言われ
まして、約２万5000年前にネアンデルタール人が滅亡
しています。10万年間、野田総理が責任を持つのです
か。というよりも、10万年続いた政権とか、王国はな
いのです。それで、どうやって責任を持ちますか。
　もっと深刻なのは、保管場所がないことです。日本
中断層だらけですから、地下に埋めても、断層が動い
て保管場所が破壊される可能性があるのです。で、日
本には最終保管場所はありません。それどころか、世
界にもないのです。今、埋める場所は、世界中に全く
ないのです。ゼロです。
　使用済み燃料棒が、日本中に何万本もプールに入っ
ています。行き先がありません。よく言われます。原
子力発電所は高級マンションである。至れり尽くせり
である。豪華で高価だから。だけど、致命的欠陥があ
ります。トイレがありません。皆さんの出したものは、
その辺にポリ袋に入れて置いてあるのです。それが、
ずっと日本中に何万とたまっているのです。福島で今
問題になっているのは、動いている原発ではなくて、
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止まった原発と使用済みの燃料棒です。
　そういう燃料棒の保管場所は世界中にない。アメリ
カにない、ロシアにない、フランスにない、ドイツに
ない、中国にない、もちろん日本にないです。これで
原発を続けてきたわけですから、そう考えると、相当
無責任にやってしまったということです。原発は止め
てもあまり安全にはなりません。止めようと、廃止し
ようと、この使用済み燃料棒は残ったままです。
　「減原発のシナリオ」ですが、今いろいろと言われ
ています。2010年の3.11の前の段階では、だいたい日
本の総発電量１兆キロワットアワーの30％前後が原発
で発電されておりました。
　１兆キロワットアワーがどれぐらいの電気量なのか
というと、皆さんの家庭にあるアイロンとか、ヘアド
ライヤーが１キロワットぐらいですから、これを１時
間連続で使用すると１キロワットアワーの電力を消費
します。だから、１個のヘアドライヤーを１兆時間連
続で使う。あるいは、１兆個のヘアドライヤーを１時
間使うという電力です。これが、日本のわれわれの総
需要です。
　3.11前には、「原子力大綱」というものがあって、
2030年までに原発による発電比率を50％超にしようと
いう計画がありましたが、もうなくなりました。それ
から、2012年５月５日に全停止となって、原発ゼロの
時期がありました。それから、今、政府では、新規の
建設をゼロにして、40年定年にして、2050年までには
なくそうという考えもあります。それから、それを
ちょっとだけ早めて、2030年代、この辺りで何とかゼ
ロにしようという話がある。
　それからもう一つ、この間、パブリックコメントも
行われましたが、2030年までにゼロにするかどうかと
いう話がありましたので、だいたい、今、日本で多く
の人がだいたい０～25％の範囲で考えています。経団
連とか経済関係の人たちの中には、これでも少ないか
ら、もっと増やせという意見もありますが、難しいで
しょうね。大飯原発の２基を動かしたときだけでも、
再稼働反対といって、国会議事堂の前に10万人が集ま
る時代ですので。
　問題は、これを決めるのは自民党でもなく、民主党
でもなく、経団連でもなく、国民一人一人ですね。地
元とは何か。ここは柏崎刈羽からは30キロメートル圏
内に入っているから、本当の地元ですけれども、実は
東京も地元なんです。
　私が住んでいる東京都清瀬市にもホットスポットが
いっぱいあります。私は、マンションの２階に住んで
いますけれども、水がたまっているところがあります。
怖くて計っていないけれども、おそらくホットスポッ
トになっている可能性があります。
　九州でも、食品が放射性物質で汚染されるような時
代ですから、地元というのはないです。日本中全部が
地元です。国民が決めるわけです。反対でも、賛成で
もいいのです。皆さんの中に賛成の方がいらっしゃっ
ても、それは貴重な意見ですが、そうやって、国民が
決めます。
　では、私の役割は何か。原発をゼロにするかどうか
と叫ぶことではなく、代替案を用意することです。原
発がゼロになってやっていけるのか。太陽光でやって
いけるのか。いけますよという話をします。
　これは、サハラ砂漠です。面積が1000万平方キロメー
トル、日本の面積が38万平方キロメートルですから、
26倍です。この面積のうちの、これぐらい、だいたい
砂漠全体の５％から10％のところに、太陽光パネルと
敷き詰めますと、世界のエネルギー需要100％を賄え
る計算になります。これは、世界の全電力ではなくて、
世界の全エネルギーですから、石炭の分も、ガスの分
も、石油の分も全部入れて賄えます。あれだけの面積
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でいいわけです、世界で。ただし、サハラ砂漠で発電
しても、日本に持ってこられません。ならば、日本で
やればいいのです。
　砂漠は、今はわれわれにとって頭痛の種ですけれど
も、見方によってはエネルギーの宝庫ということも言
えます。日本には砂漠がありません。土地が少ない、
小さな国だから。しかし、太陽光パネルを置く場所は
十分にあります。
　まずは、皆さんの屋根。こちらのほうは雪が多いで
すから、設備を雪国用にしなければいけないとか問題
があるのですけれども。雪が問題にならないような地
域でしたら、取りあえず、屋根の上に載せましょうと
いうのが第一です。自宅の屋根、工場の屋根、学校の
屋根といろいろあります。
　次が、耕作放棄地。私が、今、メガソーラーで一番
期待しているのが、耕作放棄地です。これは、テレビ
に出たときの画面だと思います。日本中に今40万ヘク
タール、国土面積の1.1％、埼玉県の面積ぐらいの耕
作放棄地がある。新潟県は米どころですけれども、た
ぶん耕作放棄地もたくさんあります。ここに、太陽光
パネルを敷き詰めて、メガソーラーをやろうというわ
けです。
　今はまだこういう耕作放棄地などは使ってないで
す。空き地ですとか、有休地をいろいろと使っていま
す。学校の校庭とかもいろいろと使っていますが、こ
れから、だんだん使っていこうと。
　以前は、環境省は賛成だが農林水産省が反対という
状態でしたが、最近は、農水省も前向きになっていま
す。民主党の鹿野さん。前の、農林水産大臣ですか、
この人が非常に前向きで、この耕作放棄地もどんどん
使っていこうという考えになっています。
　「神聖な農地に太陽光発電を載せるなんてけしから
ん」と言う人がいます。しかし、神聖ならば放棄する
な、ということです。今現在使っている水田を使わせ
てくださいとは言っていません。放棄した、使わない
土地なんだから、それをメガソーラーに使わせてくだ
さいということでます。
　われわれのお手本になる国はドイツであります。
2010年までの段階で、自然エネルギーでの発電量が、
風力発電８％、ソーラー発電２％、合計10％ぐらいを
占めていました。その同じ時点で、日本は１％弱でし
た。
　ドイツへ行けば、太陽光パネルが非常に目立ちます。
風力発電も目立ちます。デンマークも、風車はたくさ
んあります。日本は、どちらもあまり目立ちません。
新幹線でここへ来る途中に、ずっと窓から外を見て、
あるいは、東京から大阪へ行くときも見ています。あ
れだけ何百キロも走って、いったい何軒に太陽光パネ
ルが載っているのか。数軒しか見ないです。まったく
普及していません。
　ですから、経団連の人達は、めちゃくちゃうそを言っ
ているのです。日本は環境先進国で、やるべきことは
全部やっているのだと。100％うそです。日本は、自
然エネルギーの導入では超後進国ですから。これを、
これからずっと増やしていこうというわけです。
　今、大飯原発２基合わせて230万キロワットです。
ドイツは、１年間で太陽光発電を740万キロワットと
か、750万キロワット入れています。２年間で、原発
15基分ぐらい入れているのです。今、日本は累計で
500万キロワット、原発５基分。ドイツは2500万キロ
ワット、原発25基分。これを日本は、これからこうやっ
て急加速していこうと思っています。これを見ただけ
でも、ものすごいビジネスチャンスだということは分
かると思います。
　木村さんのところは、中国製のパネルも含めて、い
ろいろと取り寄せて、パワーコンディショナーとか、
パネルとか、機材をまとめて、一種のシステムインテ
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グレーターみたいになって、工事店も組織して展開し
ている。それをやるのは、大企業である必要はない。
木村さんのような、貧乏な会社で、零細企業でやって
いける。本当はお金持ちですけれども。
　「太陽光発電は高コストである」。資源エネルギー庁
の人達は、こんなばかなことを平気で言う。資源エネ
ルギー庁のホームページに入ってご覧なさい。太陽光
発電のコストは、45円から35円といって出ます。確か
に、２年前はそうだった。導入コストでキロワット当
り60万円、発電コストに換算してキロワットアワー当
り40円以上でした。彼らは今だに、その当時の数字を
使っているのです。
　僕は今、太陽光発電をやっている人に言っています。
３日前は縄文時代、１週間前は化石時代だと思えと。
太陽光発電の世界は日進月歩で、すでにはるかに安く
なっているのに、資源エネルギー庁だとか、経済産業
省は２年前の数字を使って、高い、高いと言っている。
うそです、実際にはかなり安くなっているのです。
　私の知る限り、日本で一番安い住宅用の太陽光発電
システムは、木村さんたちのグループが提示したもの
で、導入コストでキロワット当り29万円、発電コスト
に換算してキロワットアワー当り20円を切るもので
す。
　木村さん達の価格は、まだ大量受注まで至っていな
い、試験的なものですけれども、導入価格で40万円を
切るものは、珍しくなくなっています。私が、かなが
わソーラープロジェクト研究会の会長を去年務めまし
て、36万円台を実現しました。中国製パネルを使った
工事費込みの価格です。シャープ製のパネルでも37万
円で出るようになりました。それから今、岡山県津山
市の方で35万円。それからコジマとか、ヤマダ電機と
かが、40万円を切る価格を提示しています。最近のコ
マーシャルでは、37万円台と言っています。発電コス
トに換算して、24、25円が実現できたということです。
　こんなに大幅なコスト削減をどうやって実現した
か。設置コストが60万円ぐらいのときは、パネルだけ
で40万円もしていました。後は、ラフに言って、機器
類と工事費が10万円ずつという感じです。これを、岡
山の35万円で見た場合、パネルが20万円を切っている。
それだけでも、20万円以上のコスト削減です。パネル
のコストが下がって、次の戦場は機器類、特にパワー
コンディショナー（パワコン）です。
　このようにどんどんとコストを下げて生きますか
ら、太陽光発電というものは、長期的に見たら、原子
力発電よりも、火力発電よりも、風力発電よりも、何
よりも安くなる可能性を持っています。
　メガソーラー。世界のメガソーラーはでかい。日本
では、メガソーラーというのは１メガ、２メガの話を
している。大きいもので10メガ。世界では100メガと
いうものもあります。10万キロワットです。これは、
ウクライナです。しかし、もっとでかいものがどんど
んできています。2015年ぐらいにできるものは、670
メガ、67万キロワットです。黒部第四ダムというのは、
36万キロワットぐらいありますけれども、その倍近い
こんなにでかいものができる。
　日本は、もうちょっと小さいです。今、日本でだい
たい70メガ（７万キロワット）から、次に100メガ（10
万キロワット）のものが出てきます。日本も大型化し
ていますが、世界はもっと先を行っているのです。
　後ほど、電気自動車は中小企業でできます、地方で
できますという話をしますが、太陽光発電も、地方で
できる、中小企業でできる、個人でできる。地産地消
であり、自産自消であり、分散である。
　太陽光発電に、異業種という言葉はありません。国
際航業という会社がメガソーラーに入っています。そ
れから、有名なところでは、ソフトバンク、それから、
オリックス、NTTファシリティーズ、IBM。このよ
－ 11 －
うに、横丁の八百屋さんでも角のたばこ屋さんでもや
れます。21世紀の電力事業においては、異業種はあり
ません。10電力による独占体制が崩れますということ
です。これが、これからの電力の姿です。
　しかし、問題もあります。賦課金。この間、東京電
力から料金の明細がやってきました。太陽光発電の買
取価格を賄うために、今回の賦課金が日本平均で66円、
従来からの賦課金18円、合わせて87円とかいっている。
　私のうちを見てみましたら、夏の間は使用料が多
かったので、賦課金だけで100円を越えています。一
般庶民で100円ぐらい。豪邸に住んでいらっしゃる方
は、もともと電気代５万円も月に払っているという人
は、賦課金も何百円も払っています。今後、太陽光発
電が増えると庶民でも月に数百円ぐらいになります。
これは問題です。そうすると、だんだん反対の声が出
てきます。何とかしなければいけない。コスト削減を
してFIT、買取制度からの脱却が必要ということです。
　皆さん、補助金をどう思いますか。補助金というも
のは短期的には味方に思えますが、長期的に見たら敵
です。補助金を狙ってやっているようなものは偽もの
ですよ。日本中にいっぱいいます。確かに補助金が本
当に役立つ場合もあります。電気自動車でも、補助金
をもらって一つの事業をやってその成果を先に繋げて
いくのはいい。しかし、補助金をもらって一つのプロ
ジェクトをやって、それで終わり、というものは偽も
のです。
　太陽光発電でも、現時点では補助金や買い取り制度
に頼らざるを得ない。しかし、を本当に普及させるた
めに、コスト削減をして、できるだけ早期に、補助金
も要らない、買取制度も要らないように持っていこう
と思っているわけです。
　ドイツです。2004年に105万キロワットの累計設置
容量だったものが、今や2473万キロワットまで増えて
います。それに合わせて、１世帯当たりの賦課金が
165円だったものが、今や1000円を超えている。日本も、
今のままでいったら、すぐに2000円ぐらいになると言
われています。今は100円ぐらい、皆さん、うちへ帰っ
て見てください。賦課金、100円とか、80円とか出て
います。300円ぐらいになったら苦情が多くなると思
いますが、それが1000円を超えて、2000円になってし
まう。
　ですから、われわれは今、日本中を走り回って、補
助金なしでも、高値の買取なしでもやっていけるよう
に、コストを下げましょうということをやっています。
　電気自動車も同じです。改造電気自動車は幸か不幸
か、新潟県以外では補助金はないです。補助金のない
ところで頑張っているから、改造電気自動車というの
はスタートが遅くて、なかなか立ち上がらないのだけ
れども、逆に、実力だけでやっていますから、地力が
ついてきています。
　買い取り価格は一種の補助金です。ドイツの太陽光
発電では、最初にやはり40円台の補助金をもらってい
ましたが今では10何円に下がっています。今の日本の
買取価格は、１キロワットアワー当たり42円です。
　私はパブリックコメントも提出しまして、日本でも
30円から35円の買取価格で十分に利益が出ると政府に
申し上げましたが、結局42円になりました。いいです
か、ドイツで現在、14円まで下がっています。政府や
委員会の何も分かっていない連中が、「いや、ドイツ
と日本では違うでしょう」と言います。しかし、あま
り違いはありません。
　ドイツから日本まで、飛行機でわずか13時間です。
ドイツで使っているパネル、ドイツで使っている材料
を全部日本に持ってきて、ドイツの工法をそのままや
れば、14円ではできないかもしれないが、がんばれば
20円ではできるだろうと思います。
　確かに、日本製のパネルを使えばコストは高いまま
です。だから、日本メーカー救済のために買い取り価
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格を高くする必要がある、というのが真相です。しか
し、こんな工夫のないだらだらしたことをやっていた
ら、韓国、中国に勝てるわけがない。皆さんは、筋金
入りのいいビジネスマンかもしれないが、今、東京に
いるビジネスマンは堕落してしまったのです、政府も
です。
　ドイツも最初はちょっと高すぎたが、今はちょっと
急激に下げすぎている。日本は同じ轍（てつ）を踏も
うとしているわけです。としたら、日本でも買い取り
価格は大幅に下がってくるのは分かっています。これ
を私は警戒しているのです。最初が高すぎる、今度は、
また下がりすぎるのではないかと。
　皆さんの中にも、村沢から言われなくてもずっと前
から太陽光発電をやっているという人はいっぱいいる
と思います。買い取り価格はこんなに下がってくるの
です。いい加減な気持ちでやっていると１年限りのビ
ジネスか、３年限りのビジネスかになってしまうで
しょう。だから、この買取価格が高くて喜んでいるの
は素人です。この事業で成功するためには、価格の低
下を先取りしてコストを下げていく必要があるので
す。
　補助金も、高い買取価格も、一見味方のように見え
るが、実は敵です。補助金頼みでは、いつまでたって
も一人立ちできない。だから敵なんです。だから、補
助金なしでやれるようにしなければいけない。来年３
月には買い取り価格を下げられる可能性がありますの
で、だいたいこの辺りまで下がってもいいように、業
者さん達には指導しております。
　次に、2030年に日本のエネルギー比率をどうするか
ということですが、3.11の前はこうなっていまして、
火力発電が60％、原子力発電30％、水力発電９％、そ
れから風力発電と太陽光発電で１％ぐらいでした。
　2030年は、私はこのようにしたいと思っています。
まず、節電で15％ぐらい賄う。なかなか大変ですけれ
ども、白熱電球をやめて、LEDにしましょう。冷蔵
庫やエアコン、私のうちはまだ古いものを使っていま
す。効率が悪い。これを最新式のものに換えると、お
そらく電気代は半分になります。
　エアコンもしかり。私のエアコン、水が漏れていま
す。だから、私の寝室のものは、エアコンを付けながら、
下に洗面器を置いている。娘が言っています、「パパ、
買い換えたら」。しかし、娘が来年から私立大学です。
なかなか大変で、おまえの学費とエアコンと、どちら
が大事かなんて話をしています。節電のためには、新
しいものを買った方が良いのですが、当面はできるだ
け使わず、節電します。
　それで、自然エネルギーでこれだけ賄って、原発は、
気持ちはゼロにしたいのだけれども、ちょっと残し
て、火力発電をできるだけ減らして、CO2も減らしま
しょうというのが私の考えです。本当は、原発をゼロ
にできればいいのだけれども、その分、火力発電が増
えてしまいますのでやむを得ず原発を多少残すわけで
す。この自然エネルギー50％のうちの、太陽光発電が
35％、風力発電が10％、地熱発電と小水力発電を合わ
せて５％ぐらいというのが、私が考えている構想です。
　この私の提言による自然エネルギー比率は、日本中
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で出ている数字の中で、断トツに一番大きいです。政
府が出しているものは、自然エネルギー、2030年は最
大で25％です。私は最近ちょっと計算し直しまして、
2030年にこの50％を達成するのは難しいと考えていま
す。50％を達成できるのは2050年。2030年は30％ぐら
いになるかなと思っています。お手元の資料で、2030
年を2050年と訂正しておいてください。
　いずれにしても、これだけ目いっぱいやっても、原
子力は多少残しておかないと、原子力がゼロになった
分だけ、火力が増えてしまうということです。それで
はCO2をあまり削減できません。ここは、議論の余地
があるところです。
　次が今日の本題、「電気自動車」でございます。私
の研究のもともとの出発点がCO2でございますので、
その観点から考えてみますと、ガソリン車からのCO2
排出量を何とかしなければいけません。CO2の排出量
はガソリン車が一番多い。構造の複雑さは真ん中ぐら
いです。
　これがハイブリッド車になりますと、CO2の発生量
が半分ぐらいに減るのですけれども、非常に構造が複
雑になります。皆さんがハイブリッド車をつくろうと
思ったら、絶対に無理です。
　それから、「プリウスPHV」になると、構造がもっ
と複雑になりまして、これはトヨタ以外、誰もつくれ
ません。この状況が続けば、トヨタがこれから40年間、
世界一が続きます。
　ところが、そうはいかないです。どういうことかと
いうと、これは、CO2は減るけれどもゼロにならない
上、構造が複雑過ぎてトヨタ以外には作れないので、
皆電気自動車のほうにいってしまうのです。トヨタに
しかできないということは、トヨタが安泰であるかも
しれない反面、トヨタだけがガラパゴスになってしま
う危険性があるということです。特に中国はこれがで
きませんので、電気自動車へいってしまっているわけ
です。電気自動車は走行中のCO2の排出がゼロで、し
かも構造が一番簡単です。
　私は予測として、2050年までにこうなると思ってい
ます。電気自動車のみ。これでちょっと苦しいのは、
トヨタなど日本メーカーの優位性失われることです。
世界中で、中国もインドもつくることができない、ア
メリカもできない。そういう、プラグインハイブリッ
ドというものをトヨタがやっているのに、残念ながら、
そっちへいかないのではないかと思うわけです。電気
自動車の時代になれば、中国にもチャンスがあるが、
もっと大事なことは、皆さんにチャンスがあるという
ことです。
　日本では、いまのところ、電気自動車開発では大企
業が中心になっています。三菱の「i-MiEV」と日産
の「リーフ」です。ちなみに、これは佐賀県知事で古
川（康）さん。
　世界をリードするのは、テスラ・モーターズを含め
たベンチャーです。この会社が作った「ロードスター」
というスーパー電気自動車は、１回の充電で390キロ
メートル走れるスポーツカーです。2009年に私はシリ
コンバレーに行って、乗ってきました。思い切りアク
セルを踏むと死にます、というぐらい速いです。
　これは、小さくて高くて格好のいい車ですが、今度、
「モデルＳ」という２号車が出てきました。補助金を
使うと450万円ぐらいで買えます。日本でも予約を募
集しています。皆さんの中にも、申し込んだ人がいる
のではないでしょうか。私の知り合いで、淡路島に住
んでいる人は、２台申し込んでいます。クラウンのサ
イズで、クラウンより安いというぐらいです。１回の
充電で走れる距離が480キロメートルです。
　この会社は、創業からわずか５年で最初の電気自動
車を発売し、７年で上場しています。この次に皆さん
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とお会いするときには、燕三条のテスラ、皆さんがベ
ンチャービジネスでもって、上場しているという時代
になることを期待しています。
　しかも、太陽光発電において異業種という言葉はな
いと言いましたように、電気自動車も、自動車屋だけ
がやるのではないのです。コンピューター技術者が
やっている時代です。
　トヨタにこの話をしていたら、「村沢さんはテスラ
がいいと言うけれども、あんなものは素人ですよ。時
代遅れの技術ですよ」と偉そうに言っていました。
　ところが、ふたを開けてみれば、トヨタが2012年に
出す車、「Rav4 EV」ですが、この心臓部分は、テス
ラです。以前、「村沢先生、あんなバッテリーは駄目
です。あんなモーターは駄目です」と言っていたので
すが、結局、そのテスラの心臓部分をトヨタがそっく
りそのまま使います。今年アメリカで出る予定です。
　テスラは、「トヨタは車体だけつくってくれればい
いです。心臓部分は、われわれがつくりますから」と
言っています。テスラは、従業員は、今、上場してい
る会社だけど、500人ぐらい。８年前に創業したときは、
二人から始めた。
　電気自動車の構造は、非常に簡単です。モーターが
あります。バッテリーがあります。コントロールがあ
ります。終わりです。ねえ、本田さん。ですから、本
田さんのところは、三日かけて、講習と実習を合わせ
てやるという講座を月に１回やっていますよね。しか
し、慣れた人がやれば、１日かからずに改造できてし
まいます。大変すばらしいことですが、既存の大手メー
カーにとっては怖い話です。
　もちろん、改造EVではタイヤまで自分でつくる訳
ではありません。それから、車体は中古車を使うので
す。だけど、こういう簡単な改造で、すぐに走る。世
界には、車体から全てつくっている小さな電気自動車
メーカーも多数あります。これで一番背筋が凍ってい
るのは、トヨタです。こういう車が主流になったらど
うなるのだ。
　これは本田師匠の指導の下で、東京都目黒区で改造
しているところ。NHKなどでも紹介されました。車
は「三菱ミニカ」、これはミッションを残しています。
エンジンの代わりのモーターを取り付けているところ
です。
　今は、本田さんのところは、ちゃんとした電動リフ
トでやっていますけれども、お金がなかったら、こう
いう１万9800円のチェーンブロックでもできますとい
うことです。改造のための場所が必要でしょう。はい、
しかし、雨漏りのする材木置き場でもできてしまうの
です。いいとは言えませんけれども。こんなふうにで
きます。
　本田さんは環境大臣賞を取りました。私はツイッ
ターとか、論文で日本中に紹介しました。この写真の
価値は政権が代わっても変わりません。環境大臣賞を
取ったことは間違いない。この写真、誰だと思います
か。馬子にも衣装、本田にもスーツ。大変立派です。
ネクタイも持っているのですね、というようなことで、
快挙です。
　このおかげがあって、新潟県が日本で唯一補助金が
出る県になったのです。国からは出ない。他の地方自
治体からも出ない。どこかで500万円の車を開発しま
すといったときなどには、１台限りで開発費が出るこ
とはありますけれども、こちらはそうではなくて、１
台当たり30万円で、30台分出すという。これは非常に
ありがたいことです。
　それから、もう一人、重要なメンバーが横浜にいま
す。古川（治）名人という人です。オズ・コーポレー
ションという会社の社長さんです。この人は、事前審
査方式によって、車検が半日で通るというやり方を考
えました。本田さんは、どんな車でも改造できるよう
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に、指導者を育てていますが、古川さんは、逆に、一
つの車を事前に申請しておいて、同じ車だったら、日
本中どこへ行っても、半日で車検を通すということを
やっています。これがその車です。これは、山口県の
クリーニング屋さんで使っています。
　こういう改造基地が、もうだいぶできてきました。
スモール・ハンドレッドと呼んでいます。20世紀の
ガソリン自動車の時代はビッグスリーの時代でした。
ビッグな３社、言い換えれば少数の大メーカーが支配
していました。逆に、21世紀の電気自動車の時代は、
スモール・ハンドレッド、つまり、小さな何百という
会社がやる。その中の最重要拠点が、何と、新潟県長
岡市にある本田さんのところなのです。
　もう一つ、横浜の古川さんのところ。それから、広
島のモーターメーカー。本田さんの車は、ここでつくっ
たモーターを載せています。あと、愛媛とか、あちこ
ちで重要な開発拠点があって、それ以外にも、日本中
に何百という拠点があって、今、改造が行われていま
す。
　100社あったら、年間に100台ずつつくれば、１万台
になります。そのぐらいのキャパはできました。年間
に数万台つくるだけの能力ができたのです。ただ、数
万台売れていない。それは、コスト・パフォーマンス
的に魅力がないから。残念なことです。だから、これ
からコストを下げて、車の魅力度を上げていかないと
いけないということで、まだまだ課題はありますけれ
ども、インフラはもうかなりできましたということで
す。
　ビッグスリーの時代には、業界を支配しているのは
トヨタです。一番でかい会社が頂点に君臨し、下はそ
れを支えている。トヨタが今年度、史上最高の利益を
上げるのではないかと言っているけれども、下請けは
泣いているかもしれない。これがピラミッド構造です。
　ところが、スモール・ハンドレッドの時代になる
と、みんな対等です。EVhonda、従業員４名でしょう。
テスラでさえ上場していても500人程度。アメリカの
企業はかなり大きな電気自動車会社でも、100名から
500名。それが、パナソニックとか、サンヨーとかと、
みんな対等な付き合いをしている。
　先ほどの地図で見ましたように、日本全国にこうい
う拠点ができています。あとは、われわれが頑張って、
コストを下げて、車の魅力度を上げて買っていただけ
るようにしなければいけない。それが一番難しいです
が、そのように持っていきたいと思っています。
　EVの普及において、航続距離の短さと充電の時間
の長さというのは問題です。しかし、その対策が、今、
幾つか出ていまして、一つは、単に大きいバッテリー
を載せることです。これは、バッテリーだけで64キロ
ワットアワーです。目方で言った方がいいですね。大
体600キログラム。ずしっと重い。小錦二人半ぐらい
を乗せて、これで航続距離が550キロ、１回の充電で
走れるようになっています。
　それから、超急速充電というものがあります。普通
の充電で８時間、急速充電で30分かかります。この超
急速充電は、３分で50％、８分で80％、普通の急速充
電の４倍の速度でできます。この車は30年前のダット
サン「Ｚ」です。これを改造したのは、先ほど紹介し
た横浜の古川名人です。
　それから、バッテリー交換方式というものがありま
す。バッテリーが空になった。どうしますか。取り替
えましょう。そして、充電済みのバッテリーを載せ
て走って行く。コンバートEVなら簡単です。これは、
埼玉富士、本田師匠の弟子です。こういうふうに、ガ
チャッと外す。手動で外すことができる。実に簡単で
す。
　それから、もう一つは群馬。これは８輪バスで、宇
奈月温泉などでも走っている車ですが、このバッテ
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リーをガチャッと外します。こちらは改造ではなく手
作りの電気自動車なのでやりやすいです。これを台車
に載せて持っていきますから、費用もかかりません。
　もう一つの解決方法、バッテリー切れを起こささな
いように航続距離を稼ぐ方法が、プラグインハイブ
リッドです。これは、「プリウスPHV」で、バッテリー
がある場合には、EVとして26キロメートル走れます。
バッテリーがなくなったら、単にプリウスに戻るだけ
です。短距離は電気自動車、長距離になったら、ハイ
ブリッド車として使えるというものです。
　しかし、ここでも面白いことが起こっています。純
正のPHVより改造PHVの方が性能が良いのです。こ
れは、元の中古プリウスの荷台の下にバッテリーをど
さっと載せて、PHVにしたものです。トヨタのPHV
は、電気で26キロメートルしか走りませんが、この改
造PHVは、40キロメートル走れます。今、100キロメー
トル走れるものをつくっているところです。
　本田さん、乗ったっけ。そうだよね、一緒に乗った
よね。実は、これはバッテリーで40キロメートル走れ
ますので、この会社のあるところから名古屋駅まで電
気だけで行けました。
　この車の強みは、バッテリーがなくなってからも普
通のハイブリッド車として走り続けられることです。
これは日産「リーフ」などの電気自動車で遠出した時
と比較すると、その有り難味がよく分かります。電気
自動車に乗っているときに、「あと何キロメートル」
という表示が出たら、ものすごく心臓に悪いです。
　私は今年５月に、古川名人と四国縦貫をやってきま
した。淡路島の南端から、松山まで行った。その時、
電気があっという間になくなるのです。走れる距離が
どんどん少なくなる。なぜかというと、鳴門という
のは海際で、四国縦貫だと、途中の四国の真ん中は、
高いところにあるので、ずっと上り坂です。だから、
あっという間になくなる。予定よりも早くなくなって
しまって、よたよたとたどり着いたところに、奇跡的
に山奥にほこりをかぶった急速充電器があった。そこ
しかないのです。「何でこんなところにある」と聞い
てみたら。「皆さんのような方が、たまに来ますから」
という答えでした。助かったのですが、心臓に悪い。
充電所にたどり着く前に動けなくなってしまったらど
うしようもないですから。
　これは、バッテリーがなくなったら、プリウスに戻っ
て走り続けます。しかし、またすごいのは、これが改
造車だということです。しかも、これをやっている会
社、ビートソニックさんは、大企業ではないのです。
この車の第１号ユーザー、沢田さんという人です。
　これに対してトヨタは、「こんな生意気なものをつ
くって」と機嫌がよくない。しかし、第１号ユーザー
は、何とトヨタの社員さんです。私は、講演や記事の
中で、「実名を使って、トヨタの社員だと言っても良
いですか」と訊ねたところ、「是非そうしてください」
という返事をいただきました。第１号車です。トヨタ
の社員が乗っている、改造プリウスPHVです。素晴
らしいですね。皆さんにもつくれます。
　ただし、開発には少しトリックがありました。コン
ピューターハッキングです。川瀬さんならできるかな。
どこかにいる、手を挙げて、EVhondaのIT担当の川
瀬さんならできるかも知れません。これは鍵がかかっ
ていますので、コンピューターハッキングのように潜
り込まないと、バッテリーとモーターをつなぐことは
できないのです。だけど、アメリカでやってしまった
のです。パソコンよりはずっと楽だと言っていました。
ですから、このシステムはアメリカ製です。日本製で
はありません。
　もう一つ、これは新潟経営大学でやってくれるとい
いなと思うのですが、電気自動車の電車化という考え
方があります。今の技術でできます。下向きのパンタ
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グラフを付けて、道路に電線を埋め込んで、そこから
電気をもらいながら走る。今の技術でできます。
　例えば、高速道路の一番右のレーンで、「ここから
充電区間に入ります、充電したい人はパンタグラフを
下げてください」とやる。あとは、シャリシャリと電
線をこすりながら電気をもらう。ただし、これだと、
電線がむき出しなのでは危ないですから、将来はこれ
をワイヤレス化します。ま、高速道路だと、道路に降
りる人はいないからいいかもしれないけれども。新潟
経営大学の構内でやるとなると、これは危ないかもし
れない。だから、将来はワイヤレス化です。
　今まで、だいたい電気自動車の充電問題と航続距離
問題についての解決方法をお話ししましたが、もう一
つの方法は、燃料電池車です。
　「燃料電池車は加速が良くて乗り心地いいですね」
と言う人がいますが、当たり前です。燃料電池車は、
一種の電気自動車です。モーターだけで走ります。ほ
とんどが燃料電池の他にバッテリーも併用していま
す。
　ハードルは、これは、高いです。水素をつくって、
700気圧という超高圧で、針の穴が空いただけで大爆
発をするようなタンクを積まなければいけない。それ
とこれは、高度な技術力と資本が必要なので、スモー
ル・ハンドレッドではできません。つまり、皆さんに
は無理です。私にもできません。
　しかも、インフラづくりが極めて難しい。水素爆発
を起こしたら、町の一角吹っ飛びますので、おそら
く、あまり普及しないと思っています。古い話ですが、
1937年にドイツのヒンデンブルグ号がアメリカで大爆
発を起こしています。水素爆発です。福島原発の爆発
も、原子力爆発ではありません。あれは、水素爆発です。
　最後に、「電気自動車と太陽光発電のコラボレーショ
ン」についてお話をします。これは神奈川県庁の前、
これが未来の姿を示しています。太陽光パネルがあり、
ここにバッテリーがあって、電気自動車。これが将来
の姿です。これを見ていれば、皆さんのビジネスのチャ
ンスも見えてきます。本田さんも、もう太陽光発電に
乗り出しています。車に載せているし、それから、木
村社長もやっています。皆さんの中にも、両方をやっ
ている人はいると思います。
　ソーラーカーの可能性はどうか。本田さんの試作車
です。これは、太陽光パネルが２枚載っていますね。
１枚200ワットなので合計400ワット。しかし、これで
ソーラーカーができるかというと、そうはいかない。
わずか400ワットですから、私と本田さんが一生懸命
引っ張るぐらいのスピードしか出ません。
　ところが、これを青空駐車しておいて、電気をバッ
テリーに蓄えておきますと、年間に3000キロメートル
分ぐらいを、ただで充電することができます。しかも、
この中に載っているバッテリーを家庭で使うことがで
きる。災害時などに、緊急用のバッテリーとしても使
えますということです。
　それから深夜電力。今年も節電をやってきましたが、
どんなに昼間がひっ迫しているときでも、特に夏の間
は、夜は発電のキャパが余っています。ここでバッテ
リーに蓄えておいて、昼間に使いましょうというので
す。
　これも、本田さんの弟子ですけれども、改造電気自
動車をやっている古谷文太さんという人が、定置型の
「あんしん電源」というものをつくっています。これは、
オフィスなどにも、すでに入っています。
　きょう電気自動車と太陽光パネルの話をしています
が、近いうちに、太陽光パネル以上のブームになるの
が家庭用バッテリーではないかと思っています。
　特に将来は、電力会社から発電した電気を買っても
らえなくなりますので、多くの家庭が、電気自動車あ
り、太陽光パネルありで、昼間余っている電力を電力
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会社が買ってくれなくてもいい。電気自動車のバッテ
リーか、家庭用のバッテリーに蓄えておいて、夜に使
いましょう、ということができるようになります。逆
に、太陽光パネルがなくても、深夜電力でもって、電
気自動車のバッテリーを充電しておいて、昼間に使い
ましょうということもできます。これを見ていると、
ビジネスのヒントが出てくるのではないかと思いま
す。
　これを地域に広げていきますと、例えば燕三条など
で、こんなふうな地域をつくることが可能になってき
ます。各家庭には、ソーラーハウスがあり、電気自動
車がある。地域には、メガソーラーがあり、山の上に
は風車が回って、蓄電所というものをつくる。
　そうすると、この太陽光発電とか、風力発電の不安
定さというものを、一度バッテリーに蓄えてから流し
ますから安定します。雨が降っている日でも風のない
日でも大丈夫です。
　ただし、長雨が続いて、バッテリーも空になってし
まったという事態もあるでしょう。そういうところだ
け、東北電力から電気を買えば良いのです。
　ですから電力会社も主役ではなくなる。自動車会社
は、スモール・ハンドレッドが主役になると私は思っ
ています。トヨタが脇役になる時代。電気において
も、むしろわれわれの地産地消、自産自消の方が主役
になって、電力会社はどんどん脇役になると思ってい
ます。これを日本中に広げましょう。
これからのビジネスを具体的に考えますと、太陽光発
電は、実はもう100万世帯に入っていますし、FITは
決まりまして、システム単価が大幅に下がっておりま
すので、本格普及期に入っています。太陽光発電ビジ
ネスは、今やった方がいい。来年３月までに完成した
方がいいというぐらい、もう本格的ビジネスになって
います。私が保障できるわけではありませんが、普通
に考えると絶対にもうかります。
　電気自動車は、まだそこまでいっていません。三菱
と日産の普及台数が、合計でまだ４万台しかいってお
りませんので、まだまだこれからです。言い換えれば、
さあこれから、なのです。ですから、ここは本田さん
とか、われわれが苦労しながら、一生懸命やっている
ところです。こういうふうに、太陽光発電と電気自動
車は、進展具合はちょっと違いますけれども、共にこ
れからの21世紀を担うということです。
　日本中に、こういうスマートグリッドができる。こ
の一つ一つのサークルの中には、太陽光発電と風力発
電と電気自動車と家庭用バッテリーがあって、地産地
消型の、自産自消型の電力エネルギー体系となって、
それが日本中に広がっていくというイメージです。
　20年たったら、かなりこれに近いものになっている
のではないか。2050年までには、絶対こうならなけれ
ばいけないと思っています。2050年、村沢先生は102歳、
まだ現役。ということで、見届けようと思っています。
電力事業も、スモール・ハンドレッド化します。
　私は日本だけをやりますけれども、これが世界に広
がって、太陽光発電と風力発電が世界中に広まったら、
中東の石油は要らない。サハリン２のガス田も要らな
い。アメリカのシェールガスも要らない。私は、それ
が理想だと思っています。
　ということで、ほぼ時間どおりで終わりました。ご
質問はパネルディスカッションのときで良いですか。
事務局
　そうですね。それでよろしいと思います。
村沢義久先生
　それでよろしいですか。はい。それでは、どうもあ
りがとうございました。後ほど。
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司会
　どうもありがとうございました。
　それでは、続きまして二つ目の基調報告に移らせて
いただきます。
　それでは、次の基調報告に移らせていただきます。
テーマは、「コンバートEVの現状と電気乗り物による
地場産業活性化の可能性」ということでお話しいただ
きます。それでは、EVhonda株式会社代表取締役で
いらっしゃいます本田昇さまにお願いしております。
では、よろしくお願いいたします。
基調報告２：EVhonda株式会社代表取締役　本田昇
　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介いただきまし
た本田でございます。今、村沢先生から素晴らしいお
話を聞きました。こういうお話は、なかなか聞きたく
ても聞けないということで、ご参加された皆さま方、
大変よかったのではなかろうかと思っています。それ
では、私は、あと30分ぐらい、お時間をいただきたい
と思っております。
　地域活性化シンポジウムと書いてありますけれど
も、「コンバートEVの現状と電気乗り物による地場産
業活性化の可能性」というかたちでタイトルをいただ
きました。
　なぜ、こういうタイトルかというと、ここは三条の
地場産業センターです。特に、この三条というのは、
すごく産業の盛んなところでございます。そうですね、
この隣の燕市の方も電気自動車をつくられまして、普
通車ですけれども、素晴らしい車をつくられておりま
す。
　ここに書いてあるように、では地場産業にどうやっ
たらつなげていけるのかという一つの根拠がわからな
いと、まず皆さま方が立ち上がれないのではないかと
思っています。
　しかし、先ほど村沢先生が言われました、スモール・
ハンドレッドだと。メーカーや企業ではないのだと。
スモールです、小さい。小さな手が寄り集まって、一
つの事柄を成功させていこう。成功させるものは何か、
改造電気自動車だと思います。
　なぜかというと、私はきのう、それからその前、２
日間にわたりまして、新潟県自動車整備振興会の青年
部、きのうは長岡地区の整備振興会の勉強会をやって
まいりました。そのときにお話ししたのですけれども、
ここに今出てきますけれども、これからの産業という
のは、どういうふうになるかというと、熱意からのチャ
レンジがなかったら進んでいかないのです。いくら熱
意があっても、チャレンジできないジャンルがあるで
はないですか。
　先ほど村沢先生が言いました。今、普通ガソリン車
の自動車産業に、私たちが取り組もうと言っても、絶
対に取り組むことはできません。エンジンがある。し
かし、これからは時代が違うのです。
（ビデオ上映）
　今の映像を見てもらいましたけれども、これは『ガ
イアの夜明け』です。この映像を見た方はございます
か。一人、二人ですね。これだけの人数がいても、二
人ぐらいだと思います。だいたいは、あれを見られて
いない。
　しかし、この映像が流れた瞬間に、日本全国から私
のところに問い合わせがきました。笑ってしまいます
けれども、先ほど、私はEVhondaといったら、私の
ことですと言いました。なぜ言うかというと、皆さま
方は勘違いをするのです。EVhondaというのは、あ
のホンダと間違うのです。分かりますか、あのホンダ。
強いては言いません。
　ですから、そういうところから話は始まりますけれ
ども、私が電気自動車に手を染めたのは、2008年10月
です。2009年１月６日、車検をとおりました。何カ月
ですか、2008年10月ですから。２カ月ぐらいのことで
す。
　ですが、正味、私が電気自動車の改造に携わった時
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間は２週間ありません。１週間ちょっとです。2008年
９月、電気自動車の教室がある、そういう話を聞きま
して、私は東京に行きました。生徒さんがいました。
帰ってきて、すぐに取り組んだのは私一人だけです。
あとは誰もやりません。
　10月からやり始めまして、12月23日に改造申請が下
りました。検査協会の人に、あしたクリスマスだから、
きょうナンバーをちょうだいよと言ったけれども、無
理でした。本当は欲しかったのだけれども。その代わ
り、新年早々に「来い」と言われまして、行ったら１
月６日にナンバーをもらいました。
　ここで何が言いたいかというと、私は整備士ではご
ざいません。これが第一。電気屋でもございません。
では、なぜ電気自動車なのだということになりますと、
本来は１時間半かかって、これから説明をするのです
けれども、今日は大変うれしいことに、30分でやれと
いうご指示が出ていますので、飛ばし飛ばしに話して
いきたいと思いますが。
　2009年１月６日、ナンバーを取得しました。これが
１号車です。これが、電気自動車です。ここに書いて
あります。もちろん車関係の人たちからは、「絶対に
無理だ」と言われました。「自分たち整備士が一生懸
命に改造申請をやっても、なかなか許可が下りないも
のを、素人のおまえがやって、取れるわけがない」と
はっきり断言されました。しかし、取ることができま
した。
　車検を取った車はどこへ預けるのか。ここに書いて
ありますけれども、ちょうど震災のときにお嫁に行き
ました。避難所に行きました。この車が行ったときに、
私も宮城に行きました。どうなったと思いますか。燃
料を入れるのに、２時間かかって５リッターしか入れ
てくれない。皆さん、それは分かりますか、たった５
リッター。だけど継ぎ足し、継ぎ足しで帰ってきたの
です。
　ところが、この車は電気自動車です。幸いなことに、
総合避難所というのは、一番最初に電気が来るのです。
優先的に電気が来るのです。だから電気はある。しか
しガソリンがまだめちゃめちゃ。ないのです。どうなっ
たと思いますか。ものすごく喜ばれました。だって、
電気が来ているのだもの。避難所の連絡は、これで賄
いました。だからそういうふうに、やはり電気自動車
はすごくいいのだな、と、このときに、つくづく思い
ました。
　しかし、お嫁に出すのです。お嫁に出すときは、う
れしいか、寂しいか。
会場１
　寂しいです。
本田社長
　寂しいですよね。寂しかったですけれども、これは
今も元気で頑張っているわけです。１号車でございま
す。
　やはり、何かをやるときには、コンセプトがないと
いけない。理念がないといけない。私は常に、電気自
動車の勉強会のときでも、必ずここから皆さん方に伝
えていきます。
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　「私たちが住んでいる地球を守るために、そして、
私たちが住んでいるふるさと、燕三条の環境をよくす
るためにはいったい何ができるかと考えたときに、排
気ガスへのCO2の排出削減を目指して、電気自動車の
生産に取り組みました。化石燃料への依存度を減らす
ことが今、一番大事。化石燃料はあと何十年」。
　ここは何十年ですか、これは覚えていますか。昔か
ら言われていましたけれども。言っていますよね。ずっ
と何十年も、あと50年、50年と、いつまでたっても50
年と聞いていたのですが、つい最近、40年になりまし
た。とうとう40年になりました。
　「私たちにできることはないのでしょうか」といっ
たときに、ある昔の総理大臣さまが、何かを残してい
なくなってしまいました。辞めてしまいました。何を
残していったと思いますか、これは。
　25％枠だけは置いていってくれたのです。ところが、
ではその25％枠、どこかできっちりと大義名分を付け
てやっているのかというと、なかなかやっていません。
これからの25％枠の活動だといっても、やっていない
のです。
　私は沖縄から北海道まで、こうやって講演活動を、
今はどんどんやっています。それから、改造指導に行っ
ています。行ったところで、この話をしたときに「やっ
ている」と言ったところは１カ所もなかったです。な
いのです、表立ってやっているのは。これが25％枠の
活動の一つとしてやっているのは、ないです。
　唯一あったのは、どこでもあるのですけれども、マ
イ箸を使いましょう。それから、何がありますか。マ
イ袋。そのぐらいです。
　では、何をやれば一番皆さんが気が付いてくれる
か。それから自分がやることで、確実に減っている数
字が見えるか。排気ガスゼロは見えますよね。だって
ガソリン、例えばゼロから100キロメートル走るもの
が、CO2がどれだけ出るかというのは後から出てきま
すが、何キロメートル走ったら、どれだけ出るか分か
りますよね。ということは、その距離をガソリンを使
わないで走ればいいわけです。
　こうやって、目に見えて分かることで、私は改造電
気自動車に取り組みました。いつも、こうやって出て
くるのだけれども、今日は本人がいる前でこうやって
出すのは、ちょっと照れるのですけれども。
　だから、村沢先生はきょう言わなかったけれども、
「燃やす文明から、○○文明への展開を図る」と言う。
どうでしょうか、あの○○、何々文明。ちょうど手が
挙がりましたから、どうぞ、何文明か。
会場２
　「燃やさない」。
本田社長
　はい、皆さん拍手をお願いします。１回で答えが出
たのは、めったにないです。「燃やす文明から、燃や
さない文明への転換」を図らなければいけない。
　私もそうだったけれども、燃やすといったら、まき
を燃やすか、灯油を燃やすか、そういう意識しかな
かったけれども、立派に自動車を走らせるということ
は、燃料を燃やしているのだということに気が付きま
した。
　やはり、産業構造の転換は図らなければいけない。
化石燃料に頼らない、排気ガスとCO2の排出量の削減
を目指して、地球温暖化を防止することが、今強く求
められています。
　こうやって今言っていますけれども、最初に村沢先
生があれだけ説明してくれた後だから、ものすごくう
れしいです。これだけで、またぴんと、二度来るので
はないかと思っております。
　排気量の用途別が出ていますけれども、自家用乗用
車が、車が32.6％、このように出ています。しかし、
これはトラックは入っていません。すごいものでしょ
う。怖くて乗れないよね。そのぐらい排気ガスが出る。
　皆さん、これだけはメモして帰ってください。ガソ
リン１リットルを燃焼すると、約2.3キログラムのCO2
を排出します。というと、私たちが改造しようとして
いる軽自動車の中古車は、１リットルで約20キロメー
トル走ると換算します。そうしたら、１日の走行距離
が40キロメートルの場合には、２リッターのガソリン
を使う。そうすると、2.3キログラム×２リッターに
なります。
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　先ほど、私が言いました。目に見えて結果が出るも
のは何かといったら、私は車をガソリンからモーター
に変えたら、電気に変えてもいいといったのは、こう
いうふうに分かるからなのです。分かるということは、
説明がしやすいのです。
　そうですよね。燕三条にちょいのりの電気自動車
が、どんどん増えてきて100台走りますといったとき
に、１日の平均走行距離で40キロメートル、4.6キロ
グラムですから、×100で、それが１年間走るわけです。
どれだけの排出量を削減できるか？見えなくても分か
りますよね。そこがいいのではないかということでご
ざいます。
　きょうは、これを全部飛ばしていきます。では、そ
のためには、私たちは何を変えなければいけないの
か。自分たちの何を変えなければいけないのかといっ
たら、まず意識を変えなければいけない。意識を変え
るということは、イメージをすること。イメージする
ことというのは、現状をイメージをすること。
　何のイメージをするのか、今後の取り組み方をイ
メージしてください。CO2がいっぱいだ。温度がどん
どん上がってきている。大変なことです。今後の取り
組みとしてはどうしたらいいか。電気自動車に改造し
ようではないかというふうに、私は結び付けていきた
いと思います。
　これから話すことは、原始時代と書いてあるけれど
も、何が言いたいかというと、人の意識の変化の速さ
を表しています。原始時代は20万年続きました。そし
て、狩猟時代に移りました。狩猟時代は２万年。そして、
農耕時代が2000年、近代工業社会時代が200年。そして、
情報化時代、これは20年です。
　今、携帯電話が、こんな小さい携帯電話があります。
この携帯電話は20年前ありましたか。ないですね。たっ
た20年間に携帯電話が生まれてきて、そして今はスマ
ホだとか、訳の分からないことをいうぐらい小さいの
がいっぱい出ている。この20年間に、です。
　今度は、意識の変革の時代というのが、今起きてい
るのです。皆さん、あのクエスチョンは何年だと思い
ますか。どうぞ。
－ 23 －
会場３
　５年。
本田昇社長
　いやいや、算数してみて。ごめんなさいね。２年です。
何が言いたいかというと、20年間が２年間で終わりま
す。考えている暇はありますか。ないですよね。あっ
という間ですよね。あっという間だと言ってくれまし
た。私がないですよねで、遠慮して言っているのに。
あっという間に２年間が終わります。皆さん、考えて
いる暇はありますか。全然ないです。
　泳ぎの話というのがあります。これは何か。知識の
学習は不要。こういう例え話があります。泳げない人
に、オリンピックの金メダリストの水泳選手が書いた
泳ぎ方法、泳ぎのやり方の本があるんです。泳ぎの本
を読んで泳げる？どう？
会場４
　泳げません。
本田昇社長
　泳げません。ありがとうございます。答えていただ
きました。泳げないです。知識や学習は不要。これは
手前みそで申し訳ないけれども、私は整備士ではない、
電気屋ではない。それが３年前からやって、ようやく
今、この業界においてトップと言われています。たっ
た３年です。
　知識を追い掛けていたら、電気はどうか、モーター
の原理はどうかとやっていたら、私は今いますか。い
ませんよね。できないです、おっかなくて。
　知識と学習は要らないけれども、実際にしろという
ことですよ。泳ぎ方は要らないけれども、水の中に放
り投げられたら、溺れながら世の中を泳ぐようになる
わけです。これは、漁師さんが私に言ってくれたんで
す。漁師の赤ちゃんってすごいんですよ。ポンと海の
中に放り込むんです。危ないねと言うと、「いや、溺
れたくないから浮き上がってくる。そうしたら覚える」
と言う人もいます。
　私の生まれは苫小牧です。北海道の。海岸端にあ
る。漁師さんが全部仲間です。だから、そういう話を
聞きます。ものすごく危険なことだから。今、危険な
ことと言いましたが、私は車を電気自動車に改造する
と言ったら、「危険なことだ」と言われたのです。だ
から今言ったのです。
　いいですか、知識も学習も大事です。しかし、時間
がない。動きながら、考えながら、学んでいくのもい
いのではないでしょうか。
　私は京都のある学校に講演に行ってきました。それ
から、電気自動車の指導に行ってきました。その学校
は自動車の整備士の１級整備士を養成する学校です。
私は何もない。ただ言えることは、いいですか、整備
士。先ほども言いました、整備振興会の勉強会、きの
うと、それからその前と、全部で新潟と長岡で100名
の整備士さんの勉強会をやってきました。そこで堂々
と、私は恥ずかし気もなくしゃべってきました。
　私は整備士ではございませんと言った瞬間に、皆さ
ま、顔が曇った人がいっぱいいました。しかし、整備
士のステータスである勉強の８割がエンジンの勉強な
のです。これは、整備士さんがはっきりそうだと言っ
ております。８割がエンジンの勉強。つまり、エンジ
ンがなくなるというのは、どういうことですか。大変
です。
　車の勉強をしに進学して、卒業して１級整備士に
なって、世の中へ出ていく、行ってボンネットを開け
たらエンジンがないという時代が本当に来るんです。
そのときに、私は２年間、３年目にして、おかげさま
で環境大臣賞も頂きました。そして普及を一生懸命
やっています。スクールも毎月やっています。そうな
ると私が今日言いたいことは、三条、燕というところ
は、ものづくりの町だということなのです。
　私は資格も何もない、機械も分からない。ところが
この大学はものづくりを持っている人たちが、この町
にはいっぱいいるんです。どうです。私ができてでき
ないことはないじゃないですか。ぜひその力を生かし
て、普及してもらえればありがたいと思います。
　19世紀というのは経済が変わりました。では、21世
紀は何が変わったか。あと５分か６分でやらなきゃい
けないですね。大変ですね。
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　21世紀は産業、工業が発達します。肝心なところま
では終わると思います。いいですか。黒船が到来しま
す。文明開化といいます。皆さん、これは協力してく
ださい、手を挙げてくださいね。黒船が来ました。「よ
く来た」と言った人がいたと思ったら、手を挙げてく
ださい。いないですね。「来るな」と言った人がいた
と思う人は、手を挙げてください。黒船が来たときに、
みんな「来るな」と。ありがとうございます。皆さん、
ご協力ありがとうございます。皆さん「来るな」と言っ
たのです。いいですか。
　きのうは整備振興会の勉強会。日本中の整備振興会
の方が「来るな」と言ったんです。何でかと言うと、
現代の黒船は電気自動車だからです。分かりますか。
電気自動車なのです。私たち整備士は、一生懸命既存
のメーカーからの、依頼された車の修理をしていれば
いいんだ。車検を通ればいいんだ。そんなわけの分か
らない、ましてや、改造なんて疑わしい名前の付いた
仕事なんていうのは、まだまだ、そんなものをやる必
要がないというのが認識です。いいですか。
　２日間で、100名ちょっとの整備士さんたちの勉強
会をやりました。しかし、新潟県知事の泉田知事から、
せっかく全国で初めて１台30万円の補助金をいただい
て、自分たちが試乗のため、展示のためにつくって、
これから普及活動のために頑張ろうよという、そうい
う補助金が出ているのに、そのことを「知っている」
と答えた人は何人いたと思いますか。自動車屋さんが
100人いて、何人いたと思いますか？
会場５
　ゼロか、一人だと思います。
本田昇社長
　これは、拍手ものですね。ゼロか、一人ですよ。何
が言いたいか。もったいない。30万円。30台やって
900万円です。これは、県の方がいるから言いたくな
いけれども、せっかく出した補助金を使わなかったら、
私が県の立場だったら、もう財源いらないなと言いま
すよ。そう思いませんか。
　まだまだ、申請締め切りは11月の末までですから、
もうちょっと時間があります。ぜひ三条の方々で、20
台ぐらい売れてほしい、このように思っております。
考えている暇はありません。申請締め切りはもうすぐ
なのです。
　このように、コンバートEVというのは、集客の大
きな目玉になっていきます。珍しいですから。私もこ
の間また、NHKに取り上げられました。全国から今、
問い合わせが来ています。おかげさまで、頑張ってい
ますけれども。
　全国で、一番理解がある県は神奈川県です。残念な
がら、神奈川県。神奈川県がi-MiEVを買ったときに、
新潟県では370万円しか買えないところを、280万円ぐ
らいで買えたのです。なぜかというと、国の補助金、
県の補助金、市の補助金、みんなもらえたのです。新
潟県は神奈川県のようには出なかったですね。市も出
なかったですね。
　愛媛県は、１億円の予算が付いて、プロジェクトチー
ムが立ち上がっています。EV開発センターというの
が、県でできているのです。それで、私も行ってきま
した。
　ところが、2012年に、全国に先駆けて新潟県でコン
バートEVに、補助金が出ることになりました。ぜひ
これを活用していきたいと思っております。
　こうやって、これが出ました。ゼロ査定から900万円。
このように出ております。これを使わないでどうする
のかなというふうに感じております。整備士がこの中
に一人でもいたら、聞いてほしいのですけれども、お
客さまに試乗させるための車、展示の車ということで
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あれば、整備士さんにも、整備工場にもちゃんと、補
助金が下ります。ぜひ活用していただきたいと思いま
す。
　技術が出ました。ニーズも出ました。それから、今
度は一人乗り、二人乗り。この二人乗りの車は車検が
要らないのです。それこそ地場産でつくれる車です。
やりましょうよ、燕三条産の二人乗り、EV。いいじゃ
ないですか。ぜひみんなでプロジェクトを立ち上げま
しょう。そのときは、ぜひ私も仲間にしてください。
よろしくお願いいたします。
　オーダーメイドの車は、いろいろありますけれども、
これはきのうと、その前の整備士さんたちのアンケー
トがこのように出ています。電気自動車は普及すると
思う人、それからしない人、分からない人ということ
で、こういうふうにやりましたけれども、普及するは
まだ31％ですね。コンバートEVも30％。電気バスも
22％。小型モビリティーも23％。何が言いたいかとい
いますと、まだまだ意識が伝わっていないということ
だけです。
　これは概略の数字です。しかし、こんなデータは初
めてつくったのです。整備士さん100人に聞きました。
貴重な資料です。県のほうには、これは提出いたしま
すので、またよろしくお願いいたします。
　普及の方法ですけれども、やみくもに「１台ずつ」
と命令形に言っても駄目ですよ。今みんなの家には、
私の家もそうですが、２、３台車があるのです。その
うちの１台というのは、ちょこっと乗る車のはずで
す。その車を電気自動車に改造してみませんかという
のが、一番手軽な勧め方かなと思っております。
　私たちは、１回の充電で40～50キロメートルの車を
お勧めいたします。よく「何キロメートル走る」と聞
かれますけれども、わざわざ４、50キロメートルと言
います。「走らないよね」と言われたら、いや走りたかっ
たら、走れる車に乗ってくださいとはっきり言います。
ちゃんと目的別にあったものでやっていく。なぜかと
言ったら、バッテリーも高い、リチウムも高い。40～
50キロメートル用であれば、とにかく載せられるとい
うものがあります。
　しかし一番根強いのは、日本の軽自動車の１日の平
均走行距離は、90％以上が40キロメートル以下です。
分かりますか。走っていないのです。あとは用途です
ね。宅配とか、郵便でも何でもいいです。それから、
短い距離を利用するための軽四輪の用途というのは、
やはり90％ぐらい40キロメートル以下です。だから用
途はいっぱいあるのです。誰もが無理して長距離を乗
るための電気自動車は、まだちょっと早いのです。
　そして、REVの世界を提案いたします。すいませ
んが、あらかじめ５分超過いたします。そしてREV
の世界を私たちは進めていきます。
　REV、一つ目はリサイクル、二つ目はリユース、
三つ目はリメイク。このリメイクというのがお仕事に
なるのです、すごく。夢を伝える仕事です。というこ
とで後でちょっと見せますからね。
　車を買うときに、誰に相談するかということがあり
ますね。パソコンで検索したり、チラシを見たり、テ
レビを見たり、いろいろするじゃないですか。こうやっ
て。だけど改造電気自動車は、製作した整備士に相談
するのが一番いいんじゃないですか。システムをよく
知っているのですから。正直に言って、今の整備屋さ
んというのは、電気自動車のことは何も分かりません。
教えてももらっていないから。だから、こういうわれ
われみたいな、改造電気自動車の改造実績があるとこ
ろに頼んだほうが、一番無難かなというふうに思いま
す。
　そして今、どんどん整備士さんたちが、私の教室に
毎月来ています。いいですか、全国から来るんです。
一番遠いところは台湾です。台湾パナソニックから３
人来まして、この間私は台湾へ行ってきました。
　三菱のコルトを、３日間で改造して帰ってきました。
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今、走っています。どうしてすぐ走れるかというと、
車検がないからです、あそこは。動いたらオーケーと
いうことで、すごくいいことだ、目覚ましいなと思い
ました。
　これだけいろいろと、書いてあるのですけれども、
ここだけは言えます。１回の充電で走行できる距離を、
いかに延長するかという航続距離延長が、今後の課題
と言われていますよと。それを考慮した考え方として、
電気自動車の用途を絞り、走行距離が短くてもよい、
「街乗り」用とする、これが根拠ですね。
　都心部の場合、軽自動車の１日の平均走行というの
は、30キロメートルから40キロメートル。集配距離の
短い商業車として、郵便車や新聞配達、宅配、農業車
（軽トラ）。これから、軽トラに力を入れていきます。
なぜかというと、群馬のほうの軽トラは燃料を一番使
うのは何かといったら、燃料を入れに行って帰ってく
るのにガソリンを使うからです。だから、電気にしな
ければいけない。これは、泉田知事も強く申しており
ました。ぜひ、軽トラをやろう。なぜかというと、新
潟は農業国だからです。
　次は、これもやりたいのですけれど。電気自動車を、
非常用電源で有効活用するにはどうしたらよいか。各
自治体が、所有する公用車の半分を、電気自動車にし
てもらうとよいのではないか。
　もう、役所も半分は電気自動車、それこそ非常電源
車として持ってもらう。そうすると、被災地や避難所
に並べて、電源車として照明や通信用に活用できるの
ではないか。もう、準備を今からしておけということ
なのです。そして、緊急以外のパトカーや交通関係者
の車も、予備電源車として、もうつくっておけと。言
いたいことは分かるでしょう。周りの車を、全部予備
電源車にすればよいのです。そうすると非常のときに、
非常に役に立つのではないか。
　それから、大学でも盛んにやっていますけれども、
学校にある車の公用車は、全部電気自動車にしておけ。
それも、非常電源になる電源車にしておけというふう
に。避難所の電源として、非常用に活用できますよと
いうふうな考え方。このように、さまざまなシーンで
移動できる電源としても、電気自動車は可能性を持っ
ているんだと。
　持っているといくら言っても、使わないで活用しな
かったら意味がありません。そうでしょう。三条市だっ
て、さんざん川が氾濫しているじゃないですか。そう
でしょう。だから必ず災害は来る。走る移動電源車と
しての位置付けでもって、どうです、皆さん、自分た
ちの車を電気自動車にしましょう、というのは一番言
いたいことでございます。
　では、時間がないので飛ばします。これは確認です。
これがこのようにコントローラーが付きます。こんな
にすっきりするのです。たったこれだけで。こういう
ふうに積んでいきます。
　電気乗りもの普及のメリット。これは、先ほども言っ
た一番大事なことなのです。排気ガスは出ないので、
CO2排出量の削減が可能になり、ここが大事なところ
です。いいですか。地域住民の共感が得られなかった
ら、どんなに格好いいことを言っても普及はできない
のです。みんなが、共感できることにしていきましょ
うというふうになっています。
　ここで、100ボルトのコンセントでオーケー、イン
フラは全ての屋根が全部インフラです。というふうに
しないといけないのです。なぜかというと、40キロメー
トルしか、しかじゃないです、40キロメートルも走る
のです。40キロメートルを走る車ですから、充電設備
が車に付いていますから。どこに行っても刺せるとい
うのがいい。あえてそうしています。
　私たちは、適切なアドバイスが指導できるEVアド
バイザーを育成しております。きょうも、アドバイザー
が山形県、それから、福島県から来ております。皆さ
んの左側のほう、手を挙げて。立っているのが福島県、
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会津若松から来ました。それから正面、こちらは山形
県から来ました。いろんなことをやっております。
　では最後に、可動性だけ言っておきます。おかげさ
まで、『ニューズウィーク（Newsweek）』に取り上げ
られました。ですから、きのうもグアムから問い合わ
せがありました。それからカリフォルニア。シルバー
シティ、人口１万人ぐらいのお年寄りの町。その中だ
けを走る車の話。分かりますか、大勢のお年寄りが車
で走るんです。もちろん、車検はないです。
　こういうふうに、教室を開催しております。2010年
の２月に、工房をつくりました。教室を始めて毎月開
催しております。そして、これを見てほしかったので
すが、これは20年前のホンダのビートという車です。
これを見たことはありますか。北海道から、私の長岡
の工房に持ち込みました。そして、このように改造し
ていきました。
　先ほど、私はリメイクと言いました。リメイクはい
い仕事になると。この車が、いいですか、ちょっと戻
しますよ。この車です、20年前、覚えておいてください。
リメイク、メイクするのです。つまり、よみがえらせる。
「本田先生、ドレスアップしました」と電話が来ました。
こうなりました。いいですか。格好いいと思いません
か。夢があると思いませんか。同じ車ですよ、さっき
のものと。
　それで、こうなりました。すごいでしょう。こうい
う夢がある。今まで持っていた愛車、古い車を、車体
はピカピカに光らせて飾ってあるのだけれど、エンジ
ンが駄目で動かない。
　それを、こうやって、よみがえらせて走らせる。こ
ういう夢もあるよと。最終的には、こういう羽になり
ました。これは、ガルウィングというのですが、ここ
まできたらすごいですよね。ぜひ燕三条でも、こうい
う技術を生かした改造をやってもらえればいいと、こ
のように思っております。
　先ほどからそこに立っている会津若松から来た、
オートパーツアマルクの長谷川君、私の右側に居ます
ね。今日はこの会場でカメラマンをやっていますけれ
ども。この車、カプチーノ、これも評判が良かった。
会津若松の市長さんが乗っておられます。いいですか、
つくったら必ず市長さんに乗ってもらってください。
あとで市に折衝に行ったときに、嫌と言えなくなりま
すから。
　このように、イベントも大事です。これは大阪の幸
生電機工業、あえて時間超過してまでも話したいこと
があるから言っているのです。どうしてか。電機工業。
自動車屋ではなく電装屋さんです。自動車屋さんに、
バッテリーとか、電装機器を納めている会社です。
　だんだん、自動車屋さんの売り上げが減ってきてい
る。そこでバッテリーの納品も、電装機器の納品も、
減ってきています。ここの会社は大阪にありますが、
私のいる長岡までとんで来たのです。そしてここに書
いてありますが、「自分たちは、電装会社としての仕
事を生かして、これから来るべく整備士さんたちが、
電気自動車に改造するときの、私たちはプロとしてお
手伝いしたいから勉強に来た」と言ったのです。これ
は分かりますね、皆さん。すごいことですよ。去年、
－ 28 －
おととしですから、まだまだ電気自動車と誰も言って
いないときに、もうこういうことを考えて来てくれた。
これはものすごく大事なことかなと思います。
　これが先ほど、そちらでご紹介した、酒田市の山形
オートリサイクルさんの車でございます。こうやって
改造しまして、このようにメディアで取り上げてくれ
ました。すごく喜んでおります。
　それから真ん中にもお二人、秋田から来ている方が
います。ちょっと手を挙げてください。はい。秋田で、
グループで改造を行いました。大変うれしいことだと
思います。ぜひ地場産でも立ち上がって、皆さん方の
努力で、燕三条に改造EVありというようにしてもら
えればありがたいなと思います。
　それと、これがロードスターですね。普通車。これ
は新発田でつくっています。
　いろいろと、時間が過ぎましたけれども、これで終
わりたいと思います。ありがとうございました。
司会
　どうもありがとうございました。私の知り合いで、
４人家族なのですが、所有している車が４台というこ
とですので、今の本田さまのお話を聞きますと、まず
はそのうちの、お母さんの乗っていらっしゃる車か
ら、改造電気自動車、いいんじゃないのということを、
ちょっと勧めてみようと思います。
（10分間休憩）
司会
　お待たせいたしました。村沢さま、また本田さまの
基調報告、どうもありがとうございました。
　それでは続きまして、ここでコメンテーターの先生
からコメントをいただきたいと思います。よろしくお
願いいたします。はい、どうぞ。
河合雅樹・新潟県産業労働観光部　参与
　（フロアーから発言）先ほど、知事の代理の挨拶を
いたしました―河合でございます。県の参与という立
場でございますが、今日は県で私と一緒にやっており
ます、まさにこの電気自動車担当の室長の松田が来て
おりますので、行政に関することは全部松田が発言し
ます。早稲田大学で、日本自動車部品産業研究所研究
員をやっておりますので、行政の立場ではなく、その
立場からお話をさせていただきます。
　もう一つは地域産業の振興に７年半関わってきてい
る者でございまして、その立場でも話をさせていただ
きます。あらかじめお断りしておきますが、私が言う
ことは県の立場と政策を、全て代表しているとは限り
ません。私個人の自由な発言をさせていただきます。
　まず、村沢先生、それから本田さんのお話、大変興
味深く聞かせていただきました、どうもありがとうご
ざいました。
　私は、縁があって村沢先生の前のボスである、東京
大学前総長小宮山宏先生のお話を聞く機会があるので
すが、小宮山先生は、「人工物は飽和する」というこ
とを、最近いろいろなところでおっしゃっています。
　人工物は飽和するということは、自動車を例にとり
ますと、人口一人当たり自動車は何台あるかという数
値を見ていくと、―欧米、日本、あとはアメリカ辺り、
だいたい皆、同じ数値になってきます。これから人口
一人当たりの自動車の台数はこれ以上増えません。ま
してや日本は人口が減っているので、日本の国内の販
売台数は、これから減ることはあっても、―増えるこ
とはないと。
　さらに言うと、自動車の性能そのものが良くなって
きているので、一人の方が一台の車を所有する年数は
短くなったとしても、１台の自動車のライフスサイク
ルということになると長くなります。―そういう意味
でも、新車の入る余地というのは少なくなっていくと
いうことになります。
　中国についても、ひとりあたりの自動車の普及率を
みるとまだまだ需要が伸びるような気がしますが、小
宮山先生の資料では、コンクリートの一人当たりの消
費量、なかなか工学部の先生らしい視点で見ていらっ
しゃるのですが、これを見ていくと、あらゆる先進国
の中でも、中国がずば抜けて一人あたりのコンクリー
ト使用量がここ４、５年で他の国の数値をはるかに超
えて急激に伸びています。
　コンクリートが何に使われているかというと、道路
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だとか、―鉄道等のインフラに使われているのでござ
いまして、これがここまで伸びていくと、おそらくあ
と４、５年のうちに中国も成長の飽和に達するだろう
ということになります。
　そうすると、自動車産業というのはどうなっていく
かというと、台数の勝負ではなく付加価値での勝負に
いかざるを得ないだろうなと思っております。
　早稲田大学日本自動車部品産業研究所の、今月の研
究会のテーマは「ボッシュ」です。皆さん車好きの方
はご存じかと思いますが、ドイツの大手の部品メー
カーですねボッシュのビジネスモデルについて研究し
ているのですけれども、ドイツのボッシュをはじめと
するような部品メーカー、あるいは自動車産業という
のはどういうものであったか。
　いわゆる、マイスターと呼ばれる職人がいて、この
人たちが品質管理をして、良質なものを工業製品とし
て作っていったというのがドイツ型の生産のかたちで
す。これがメルセデスだとかBMW、フォルクスワー
ゲン等の製品になっていっています。
　それに対して、日本はどういうかたちだったかとい
うと、いわゆるトヨタのカイゼンという言葉に象徴さ
れるように、ものづくりの段階での合理化だとか、省
力だとかで時間的短縮をし、余った時間で品質をさら
に高めていった。これはトヨタ、カイゼン型です。
　最近世界市場、特に新興国で伸びている自動車メー
カーにヒュンダイがあります。日本にヒュンダイの車
はあまり入っていないので、われわれはあまりヒュン
ダイのことを残念ながら良く知りません。ヒュンダイ
は安物で、物真似したものを売っているだろうという
偏見を持ってしまいがちですが、そうではなくて、彼
らなりの生産のかたちが実はありまして、モジュール
化ということができます。
　すなわち、トヨタがカイゼンで生産にかかる時間を
短縮してきた。ところが、ヒュンダイはどうやってい
るかというと、例えば自動車のドアという部品を例に
とるとドアパネルの中には、フレームがあって、両側
は鋼板のサンドイッチになっていて、真ん中にガラス
が上下する仕組みがあり、そのほか部品がいろいろと
あるわけですが、こういうものを、トヨタもドイツも、
一つ一つ作っているわけです。
　ところが、ヒュンダイはこれらの部品をモジュール
化して、あらかじめ鋼材で出来たフレームにドアのガ
ラスの上下装置が入り込んだようなものとして作って
しまう。これによって、工数を下げコストも下げてし
まう。これがヒュンダイの生産のかたちであり強みだ
というのが、われわれの早稲田の研究所の一つの答え
です。
　今日のお話をお聞きすると、この次のかたち、ビジ
ネスモデルが、本田さんがおやりになっていることに
あるのかなという気がしてきました。どういうことか
というと、もちろんトヨタやBMW、フォルクスワー
ゲン等の完成車がなくなるということは、ないだろう
と思っています。ところがこれらの完成車メーカーは、
量産型の車が得意であって、ロットの少ないもの、ニー
ズの分散化した多様なものをつくるというのが苦手で
す。一例を挙げると、今日の本田さんの写真の最後の
方で趣味的な自動車がありました。あのような趣味的
な車等については、大手メーカーは苦手です。
　私事ですが、私の27歳の息子が、この間生まれて初
めて自動車を買いました。何を買うのだろうと思った
ら、日産のパオという車を買いました。うちの息子は
1987年生まれですが、1989年に販売された、非常に個
性的なデザインの車です。今は作られていないので中
古車しかありません。
　大阪に、―このパオを新車同様に改装する、チュー
ンアップ屋さんがありまして、塗装はもちろん―タイ
ヤもぴかぴかにして、エンジンもチューンアップして、
ベルトを変え、あらゆるところを新車のようにして車
検を通します。それが、一台150万円するのです。20
数年前の当時100万円台の車の中古車を―150万円で買
う。わが子といえども、そういう若者がいるというこ
とに、私は驚きました。
　息子と話しをして、次は電気自動車だろうという話
をしたら「この車を電気自動車に改造したいと思って
いる」と言うのです。おそらくそれは、誰かが、コン
バートでやるのだろうなと。こういう趣味的な車への
コンバートのビジネスというのは、可能性があるのだ
ろうと思います。
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　さらにこの地域で、介護用ロボットスーツHALの
プロジェクトを県は進めておりますが、ロボットスー
ツ介護用の機器、こういったものと非常に親和性がい
いのが、おそらく電気自動車になってくるだろうと思
います。介護用の車両というと、大手も作っています
けれども、やはり患者さんや、使う人のニーズという
のは、非常に多様化しているので車両は個別に対応す
ると量産できず大手が量産には難しいです。
　そうすると、個別対応していかなければいけません。
当然、町の本田さんたちのような人たちが、作ったほ
うが早いのです。そういうときに、訪問介護で夜間に
住宅地に入っていくような場合には電気自動車の方が
静かで便利だということが出てきます。あるいは環境
に良いこともあります。
　それから、おそらくこれは新潟県でも出てきそうで
すが、農業用の自動車とか、産業用の自動車とか、こ
ういうものは非常に用途がばらついていますから、大
手は手を出したくありません。こういったところや先
ほどおっしゃられた災害の対応などもありま。
　このように見てみると、やはりコンバートEVが入
りそうなところはいっぱいあるなと思います。
　私はぜひ皆さまにも参加していただきたいし、この
新潟県県央燕三条の地域から、参入する会社が今の、
10倍、20倍、30倍になったら、世の中変わるだろうと
思っています。本田さんみたいな人があと、20人から
30人いればいいということなので、目標はそう大変な
ことではないという感じです。それは、ぜひやってい
きたいなと思っています。
　地域ごとに、いろんなものを、ニーズごとに作れ
る、地域で作って、地域の得意なところなのだろうな
と思っています。
　最後に、私の先輩が、最近教えてくれた言葉、私は
常々使っています。地域の中を元気にしていく、産業
での地域おこしは３種類の方がいらっしゃるんです
ね。
　それは若様、これは若い人たちです。今日も、こう
やって見渡すと30代、40代の若い人たちが大勢いらっ
しゃいます。こういう方々が若様。
　それから２番目は姫様。これは女性ですね。今日も
何名かいらっしゃるけれども、これが新潟県の場合、
もう少しこの倍ぐらい、３倍ぐらい増えていただけれ
ばいいと思いますけれども、女性が頑張る。
　最後は外様（とざま）いうのは、全くよその世界か
ら入ってくるのです。本田さんもある意味、別の分野
の人。整備士でもないし、電機屋でもない本田さんが
やっていらっしゃる。
　この三つの様（さま）です。若様、姫様、外様、こ
の３つの様が地域を変えるということを、先輩から聞
きました。
　私の車が今度車検を迎えます。車検の検査項目を見
ていたら、項目の７割ぐらいはガソリンエンジンがな
くなると。―なくなりますガソリンエンジンだけでは
なくて、変速機関係とか、ブレーキ関係も全部変わっ
てきます。そうすると、あえて申し上げると、今そう
いう関係の仕事をしていらっしゃる方は、ガソリン車
が電気自動車に変わったら仕事はなくなります。だか
ら今仕事があるうちに、次のビジネスを探しておかな
いと、大変なことになるというのが私からのコメント
です。
司会
　貴重なコメントを、どうもありがとうございました。
それでは続きまして、パネルディスカッションに移ら
せていただきます。準備をいたします。しばらくお待
ちくださいませ。
（準備）
司会
　お待たせいたしました。それでは、パネラーの先生
方、演台のほうへお願いできますでしょうか。
　お待たせいたしました。それでは、パネルディスカッ
ションのほうに移らせていただきます。それでは、パ
ネラーの先生方をご紹介いたします。
　加茂商工会議所青年部直前会長でいらっしゃいま
す、有本賢一さまです。
有本賢一・加茂商工会議所青年部直前会長
　皆さん、こんにちは。
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司会
　ありがとうございます。続きまして、新潟県産業労
働観光部、新エネルギー資源開発室室長でいらっしゃ
います、松田英世さまでございます。
松田英世・新潟県産業労働観光部　新エネルギー
資源開発室室長
　よろしくお願いします。
司会
　あらためてご紹介いたします。EVhonda株式会社
代表でいらっしゃいます、本田昇さまでございます。
よろしくお願いいたします。
　続きまして東京大学総長室アドバイザーでいらっ
しゃいます、村沢義久さまです。
村沢義久・東京大学総長室アドバイザー
　よろしくお願いします。
司会
　よろしくお願いいたします。こちらの討論のほうの
司会が、新潟経営大学経営情報学部准教授でございま
す、吉田一郎が務めさせていただきます。よろしくお
願いいたします。
吉田一郎・新潟経営大学准教授
　只今ご紹介に預かりました、新潟経営大学の吉田で
す。パネルディスカッションのほうの司会を務めさせ
ていただきます。よろしくお願いいたします。
　私のほうですが、2010年度に、只今コメンテーター
をなさいました、河合さんなどにいろいろと助けてい
ただき、「次世代自動車産業と新潟県中越地域の活性
化」というプロジェクトをやりまして、シンポジウム
を開かせていただいたことがございます。
　このとき私は、アンケートやヒアリング調査の担当
をさせていただきました。とくにヒアリングでは、企
業の方にも大変なご協力を賜りました。プロジェクト
リーダーだった蛯名先生や、横山准教授のような専門
の方は、いろいろ突っ込んだ話を企業の方としまし
た。けれども、私なんかは素人で、本当に一人で行っ
たときなどは、「電気自動車をどう思いますか」と社
長さんに聞いてしまったほどです。しかし、２時間以
上もそんな私に話しを聞かせてくださった方もありま
した。
　私は、電気自動車は構造が簡単だから、御社でもで
きるのではと社長さん達に話しました。また、私がい
ろいろ調べてみたら、村沢先生の名前をインターネッ
トなどで見つけて、村沢先生の「スモール・ハンドレッ
ド」という理論を知りました。これはすごいと思いま
した。スモール・ハンドレッドだったら、地場産業に
ピッタリだと思って、これを社長さん達に説明したの
ですが、どうも私の力ではうまく説明できませんでし
た。
　４月のEVサミットが県の主催で開かれた際に、あ
ちらにいらっしゃいます川瀬信秋さんにお会いしまし
て、旧知のことでもあり、ちょうどEVhondaにお勤
めだったので、本田社長や、村沢先生を呼べないかと
川瀬さんにお願いしたら、「呼べます」ということに
なりました。こうして、本田社長、川瀬さんのお陰で
このような企画を開くことができました。すごく喜ん
でいる次第でございます。
　今日は、パネリストとして４名の方にお越し頂きま
したので、ぜひ活発な討論をしていただきたいと思い
ます。
　まず最初に、松田さんから自己紹介をお願いします。
また、新エネルギー資源開発室について少し説明など
をしていただきたいかと思います。よろしくお願いい
たします。
松田英世室長
　県の、新エネルギーの資源開発室の松田と申します。
　新エネルギー資源開発というかたちで、EVもやっ
ておりまして、村沢先生からお話しされました再生可
能エネルギーの導入のほか、もう少し今広くなります
が、化石関係のメタンハイドレート開発などの資源関
係も担当し、非常に幅広い仕事をさせていただいてお
ります。今日はEVの関係で、お話をさせていただき
たいと思います。
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吉田一郎准教授
　もう少し詳しく松田さんのお仕事についてや今日の
基調報告に対してご意見ご感想などがありましたらお
願いします。
松田英世室長
　県のほうでは、改造EVの補助金を本年度実施して
おります。
　その理由の一つは、村沢先生の講演でお話が出てい
ましたけれども、ハイブリッド車ですけれども、発売
されてから12年ぐらいで、やっと10％ぐらいの普及状
況と思いますけれども、新潟県全体で、確か軽自動車
も入れて170万台か、180万台ぐらいの車があります。
　そのことから考えてみますと、今ハイブリッドの勢
いで、例えばEVが普及していったとしても、圧倒的
に少ない。圧倒的に今言いましたように、普通車の市
場が多い。それを本田さんのような方が改造EVとい
うことで、EVを変えていく。
　ある程度市場がいっぱいあり、そういう部分をやっ
ていただけるということは、CO2の削減も含めて、県
としても産業振興になるということで、改造EVの補
助金を、今年度からやっております。三条市、燕市の
方も、そういう意味で補助金の申請をしていただきた
いと思っております。
　あともう一つは、EVの活用シーンというのがいろ
いろありまして、コメンテーターの河合さんのお話に
もありましたように、農業とか、介護とか、そういう
部分でいろいろなニーズがあります。そういうところ
でEVを使うようなシーンを、特に私ども新潟県は農
業県ですので、環境に優しいEVの車で、日本一おい
しいお米を運んだり、つくったりする、そういう利用
シーンをいろいろと広めていって、EVの普及がどん
どん進むようなかたちで行ければいいなと思っており
ます。以上２点です。
吉田一郎准教授
　続きまして、加茂商工会議所青年部直前会長であり
ます、有本賢一さんより自己紹介と、今日の基調報告に
ついてのコメントや質問などがあったらお願いします。
有本賢一直前会長
　私、加茂商工会議所青年部、先ほど学長先生はちょっ
とお間違えになられて。もう１回言います。加茂商工
会議所青年部直前会長をやっております、有本賢一と
申します。
　きょう講演のほうを聞かせていただきまして、私は
商工会議所の青年部、青年経済人というかたちで今
回、こちらのほうに座らせていただいておりますけれ
ども、どちらかというと、そちらのほうにいる聴講者
の皆さまの代表というかたちで、この席に座らせてい
ただいていると思います。
　きょうEVの講演を聞かせていただきまして、本当
にためになるお話をお聞きしたと思います。特にこ
のEVに関しては、先ほど本田先生のほうから、街乗
りというお話がありました。私も実を言うとこのプロ
フィールのほうに書いてあるとおり、街中で生まれ
育っている人間でございます。今、加茂もさすがにこ
の不景気でございます。どうしても街中で人が少なく
なり、少なくなった状況を打破するにはどういうもの
がいいのかと、今いろいろと試行錯誤をしております。
　このEVとのコラボ、去年のちょうど４月ぐらいで
しょうか。商工会議所青年部のほうでも、このEVに
ついて勉強会をしました。その中で、EVの街中充電
の話がありまして、それをただ街中でやるだけではな
くて、それをどううまくコラボできるのか、そういう
話などをお聞きしたこともありまして、その発展系と
いう感じで、きょうの話を聞かせていただきました。
　これからまた、青年部のほうに持ち帰りまして、こ
の話についてはもうちょっといろいろなかたちができ
るのではないかと思っております。こんな感じでよろ
しいでしょうか。そういうことでよろしくお願いいた
します。
吉田一郎准教授
　ありがとうございます。今コメンテーターとパネリ
ストのお二方より、いろいろな意見が出されましたけ
れども、それを受けまして本田社長に聞いてみたいと
思います。
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本田昇社長
　はい。
吉田一郎准教授
　ご意見をお願いします。
本田昇社長
　ご意見ですか。先ほども、約１時間半もの私のカテ
ゴリーの話を、30分そこそこということで、だいたい
話したいことは話したつもりなのですが、一番肝心な
ところがいっぱい抜けているということで。
　今、街乗りと出ましたね。それから用途別というの
がありましたね。特に今、私のところには実質的にい
ろんなオファーが来ています。その中で介護者がいま
す。ヘルパーさんが、夜中に車で出ていく。非常に音
が気になるということで、そういう人たちが「ぜひ改
造してもらえないでしょうか」また「改造できるもの
でしょうか」と。
　ある神戸のヘルパーの会社です。ムーブという軽自
動車があるのですが、改造できないかという話も来て
おります。
　しかし、私のところは開発して、指導しながらキッ
トを広めていくというスタンスです。私は先ほど言っ
たように、整備士ではございません。ですからうちで
は改造はしません。しかし、改造できる整備事業者を
育成していくという、こういう立場の中から、その人
たちをどんどんニーズに合ったところに送り出すじゃ
ないですが、そっちのほうを頼むよと、こういうよう
なことが言えるようにやっていきたいと思います。
　本当に何が言いたいかというと、いくら30キロメー
トル、40キロメートルの走行距離しか、しかと皆さん
言いますけれども、私は30キロメートルも走っている
のですけれども、その30キロメートル、40キロメート
ルの走行距離でも、役目はいっぱいあります。ニーズ
はあります。使い勝手、そういうものが、すごくいろ
いろな場合に、もういっぱいありますよということを
言います。
　最後に、村沢先生の受け売りではないですが、日本
に7500万台の車があります。きのう整備振興会での話
では7900万台。7900万台になりました。約7900万台の
車が走っております。そのうちの新車と中古車の比率
は、だいたいフィフティー・フィフティーなのです。
　何が言いたいかというと、新車の供給率が５割しか
できない。絶対できないということを言われました。
そうなると５割の中古車、ここの領域の電気自動車へ
の改造というのは、独壇場ですよね。メーカーは入っ
てこられません。ですからぜひ、そういうことも踏ま
えた中で、これからこういうような改造EVの仕事の
展開というものを、広めていきたい。ぜひ三条、燕の
皆さま方が一致団結して三条、燕製のEV、それから
EVパーツ。モーターとコントローラーはなかなか難
しいです。しかし、取り付けアタッチメントは、もう
三条、燕の独壇場と言っても過言じゃないほど必要性
があります。ぜひオリジナリティ溢れた取り付けパー
ツの三条、燕になっていただきたいなと、このように
思います。また後ほど詳しくお話ししたいと思います。
ありがとうございます。
吉田准教授
　ありがとうございます。続きまして、村沢先生コメ
ントをお願いします。
村沢義久先生
　今、本田さんがおっしゃった、日本全国に7900万台
というのは、たぶん二輪車とかも入れてだと思います。
四輪車では7500万台だと思います。
　それから、松田さまが、ハイブリッドが何年かかっ
て何％に増えてきましたということですが、実はここ
に改造電気自動車の必要性と可能性があります。
7500万台の車から、日本中のCO2の20％弱が出ていま
す。鳩山さんが、置き土産をしてきましたと本田さん
が言ったのですが、実はあれはなくなりそうですね。
だけど国際的に見ると、実際に2020年までに25％削減
と言ったこと自体は、消えるわけではなくて、日本の
責任は残っています。
　そのときに自動車関係の20％というのは非常に重要
なものです。7500万台ある車のうち、今電気自動車は、
わずか４万台しかないんです。全体の2000分の１ぐら
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いしかありません。CO2を大幅に削減しようと思った
ら7500万台の車全部、はっきり言って、皆さんがきょ
う乗ってきた車を、全部EVに改造しないと間に合わ
ないです。新車のEVが仮に100万台売れたとしても、
年間に売れる新車の総台数は500万台もあります。そ
のうちわずか100万台が電気自動車になっただけでは
全く不足です。今、年間何万台しか売れていないEV
が100万台になってもまったく足りないのです。とい
うことは、7500万台という膨大な数があるので、
　１、CO2を減らすためにはすでに走っている車を
片っ端から改造しなければならない。
　２、だから、仕事は無限にある。7500万台を改造す
るのですから。
　ということで、ここら辺を私も今年、もっと力を入
れて地方政府とか、中央政府に働き掛けて、それから
皆さんに直接働き掛けて、やっていきたいと思います。
改造電気自動車は必要であり、可能性があるというこ
とです。あと他に、別の点についてはまた後ほど。
吉田一郎准教授
　今現在、新車、500万台弱ですよね。
村沢義久先生
　もう、どんどん減ってきまして、500万台弱まで落
ちていますね。
吉田一郎准教授
　500万台近く。それを7000万台全て電気自動車にす
るというのは、大変なことになってきますね。
村沢義久先生
　仮に新車500万台が全部EVになったとして、7500万
台で考えますと、単純計算で15年で一回りします。で
すから日本中の車が全て、カローラもレクサスも、何
もかもEVじゃないと駄目だという具合に、全部電気
自動車にしても単純計算で15年かかって一巡します。
　ということは、全体が一気に電気自動車になりませ
んから、何年たっても、ガソリン車はなくならないと
いう訳です。つまり、新車EVだけに任せておけない
ので改造の必要があるし、可能性はほぼ無限にあると
いうことです。
吉田一郎准教授
　本田さんが100台造ったぐらいじゃ、まだまだ追い
つかないということですか。
村沢義久先生
　それは、顕微鏡でも見えないぐらいです。ただし、
非常に重要な第一歩です。
吉田一郎准教授
　非常に、ビジネスチャンスがあるということですね。
では、最初に行政の役割について、少し伺っていきた
いかと思います。
　行政に関することですが、補助金が何億円付いたと
か、何十億円付いたとか、そういう話しか聞かないの
ですけど、ちょっと素人にはピンとこない時がありま
す。
　ここに改造電気自動車の第一人者の本田さんがい
らっしゃいますので、本田さんに、具体的に行政には
何をして欲しいかということを、伺ってみたいと思い
ます。本田さん、お願いします。
本田昇社長
　そうですね、まずは新車じゃないですね、われわれ
が扱うのは。中古車を改造しています。そうすると補
助金という名前が付くものは、全てが新車扱いです。
中古車と名前の付いたものに換えるには、ほとんど補
助金はありません。ですから本当に先ほども言いまし
たけれども、泉田知事の発案でもって、今回補助金が
出たのが唯一でございますから、ぜひ、国、県、市、
全てが何らかのかたちで補助金対象にしていただきた
いということを、声を大にして言いたいと思います。
　それから全世界的から見たら、EV車の優遇化とい
うのはものすごく増えています。駐車場が無料になっ
たり、それから乗り入れられる道が多くなったり、逆
に内燃機関の乗り入れが制限されてきていますよね。
そういうかたちの中で、ぜひ新潟県にも優遇措置とい
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うものをもっと大幅に広げていただきたいなと。
吉田一郎准教授
　優遇措置の拡大ですね。ほかに何か行政に対してあ
りませんか。
本田昇社長
　行政にはそのことが一番ですね。
吉田一郎准教授
　今のところは、優遇化の拡大ですか。
本田昇社長
　はい。
吉田一郎准教授
　村沢先生、お願いします。
村沢義久先生
　やはりそういうことでして、先ほど言いましたよう
に、補助金というのは実はプラス、マイナス両面があ
りまして、長期的にやってはいけないのですね。しか
し、普及の初期にはやはり欲しい。本田さんが、先ほ
どもきちんと言ってくれました、「i-MiEV」も「リーフ」
も補助金があります。国の補助金だけで100万円ほど
ですが、横浜に住んでいると、国と神奈川県と横浜市
から出るので、ものすごく安くなる。一方、改造電気
自動車では、この新潟県から出ている30万円だけです。
私はこれを、神奈川県などでも広めたいと思っていま
す。
　普及初期には例えば燃料電池、家庭用燃料電池、エ
ネファームなんも、最初は140万円ぐらい補助金が出
ていました。太陽光発電にも出ています。ですから、
中古車のほうも、改造についてもできるだけ標準化し
て、本田さんなんかに頑張ってやってもらい、行政が
改造車の補助金の額を決めやすいようなかたちにして
やってほしい。
　その代わり、こちらも必死でコストダウンを頑張り
ます、ということです。例えば10年間もらうようなか
たちにして、その10年間の間に補助金がなくても独り
立ちできるように、できるだけコストダウンを頑張り
ますからということを約束する。その上で、改造につ
いても新車と同じように、補助金を欲しいと思います。
本田昇社長
　ちょっと、一ついいですか。
村沢義久先生
　はい。
本田昇社長
　ちょっと、言い忘れまして。これを忘れると大変な
ものですから。最初、われわれは改造電気自動車とい
うかたちだけで走っていました。ところがこれからは、
走る移動電源車としての位置付けと、先ほど言いまし
たよね。そうすると補助金枠の一つの方法といたしま
して、ソーラーパネル。それから蓄電型のリチウム電
池、そういうものを備えたものに対しての補助金枠と
いうものを、きちんと分けて出してもらいたいと、こ
のように思います。
　なぜかというと、ソーラーパネルをのせたら、その
ソーラーパネルからの蓄電は、まだ今のところ、駆動
電源には入れませんので。わざわざまだ蓄電池をのせ
ていますので。そのシステム、要するにソーラーシス
テムに対する補助金というものは、別枠でカウントし
てもらわないと。せっかく補助金が出たのですから。
吉田一郎准教授
　どうもありがとうございました。私もアンケートや
ヒアリング調査などをしまして、この地域の特徴とし
て、行政の役割を重視する声が大きいように感じてお
ります。
　補助金の話しか出ませんでしたけれども、ほかに何
かお話しが出てくると期待したのですけれど。では、
松田さんはどう思われますか。
松田英世室長
　県のほうでは、本年度から改造EVの補助金などを
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出させていただいております。私が聞いているところ
によると、十日町市のほうも何か補正で補助金を出す
のが決まったみたいなお話を聞いております。
本田昇社長
　はい、そうですね。
松田英世室長
　今、県のほうは率先して、改造EVの補助金を実施
しておりますが、それが県内の市町村とか、他の県に
つながっていくということは、非常にいいことだと
思っております。
しかしながら、補助金は確かに村沢先生がおっしゃっ
たように、長期的に補助するというのは上手くいかな
いと思います。本来は初期の率先導入に補助金をして、
いいものですよというのを、皆さんに分かっていただ
いて、それは結局、需要が増えることでコストダウン
になり、それからまた、使いやすいようなお金になっ
て、普及していくのだと思っています。
　補助金がずっと出っ放しというのは、あまりいいか
たちではないと思っております。
　また、村沢先生がお話しされたように、標準化して
ある程度補助金等が出やすくするというのは、ものす
ごく大事なことだと思います。行政のほうは対応しや
すくなると思っていますので、そういうのは必要かと
思っております。
　本田さんがおっしゃっていた、ソーラーパネルとか、
リチウム電池については、先ほど言った標準化の中で
のものだと思いますので、そういう部分をどういうふ
うにしていくかというのは、今後のことかなと思って
おります。
いずれにしても、今ほどお話があったように、新潟県
で率先的にやらせていただいている部分が、全国的に
普及していけば、非常によい動きになるのではないか
と思っております。
吉田一郎准教授
　新潟県というよりも、それを取り仕切っていらっ
しゃるのは、松田さんというわけですから、全国に先
駆けてやっていらっしゃるのが松田さんではないか
と。
松田英世室長
　いや、取り仕切っているのは知事ですので。
吉田一郎准教授
　失礼しました。松田さん、補助金以外でも何か県で
こういうことをやりたいとか、こういうことをやろう
としているようなことはないのでしょうか。
松田英世室長
　先ほども、河合さんがおっしゃったように、EVの
使い方というのが、改造EVも含めてになると思いま
すけれども、それが非常に大事だと思っております。
介護用だとか、先ほど本田さんがお話しされたように、
ヘルパーさんが音がうるさいとうこともあります。ス
ズキでEVバイク開発の際に、ターゲットとして新聞
の配達の方を念頭に置いていたと聞きました。という
のは、やはり朝早くバイクの音がすると「ああ、新聞
屋さん来たな」といって、それがうるさいというとこ
ろもあるみたいなんですね。そのような使い方のこと
を考えると、30キロメートル、40キロメートルぐらい
でも十分に周れるような中での用途に応じて、さっき
の農業用とか、ちょっとした観光とか、そういうよう
な用途に応じてのEVの使い方を、いろいろと検討し
ていきたいなと思っております。それがまた普及の一
つになると思っております。
吉田一郎准教授
　県のほうも、積極的に用途に関しても何かしてくだ
さるのですか。
松田英世室長
　何かするというか、やはりこういう使い方ができる
よと。
吉田一郎准教授
　情報を与えることですね。
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松田英世室長
　そうですね。こういう使い方ができるので、皆さま
方としてもこういう使い方をしてほしい。あるいは、
さっきの介護とか、そういうことを考えるとともに、
改造EVそのものを皆さま方でつくっていただくと。
それは、産業振興になるのかなと思っておりますので。
そういうような、情報発信は必要だなと思っておりま
す。
吉田一郎准教授
　補助金はちょっと置いておいて、あと産業振興のた
めに何かお考えになっていることなどがありました
ら、あるいは、取り組もうと考えていることなんかあ
りましたら、教えていただければと思いますが。
松田英世室長
　改造EVの話ばかりではなくて、今国の方では小型
モビリティー、いわゆる二人乗りの車検のいらないと
いう。今度新しい制度ができて、車検がいるようにな
るかもしれませんけれども、二人乗りの小型モビリ
ティー、これをEVでやっていくという動きがありま
す。
　国でガイドラインをつくったあとに、今後パブリッ
クコメントやっていくということです。今までまった
くないカテゴリーができてくるわけなので、そこは大
手のメーカーさんは確かに今入っておりますが、大手
のメーカーさんではできない、先ほどの用途とかそう
いうものに合わせて、工夫ができる部分だと思います。
それは地域でいろいろなものを考えていける部分が広
がっていきますので、これを機能にして新しい産業と
して、ものづくりの燕三条の企業が参入できるところ
じゃないかなと思っております。
　特にEVに関しては、先ほどお話がありましたよう
に、特にすごく精緻なものづくりというわけではない
ですので、モジュール化とかいろいろできると思いま
す。こういう部分は参入がしやすいのではないかなと
思っております。
吉田一郎准教授
　どうもありがとうございました。本当にこの地域、
行政の役割が大変重要な地域だなというように私は感
じておりますので、ぜひ今後とも、よろしくお願いい
たします。
　それでは、議題を替えまして、新産業育成のために
は青年実業家の育成が大切だと思うのですけれども、
本田さんも青年のようなところがあるように感じま
す。これは村沢先生に聞いてみたいのですが、日本は、
アメリカ型のベンチャーとまた違うように思うのです
けど、とくに、私は本田さんを見ていると純日本的に
感じます。日本的経営のたまものかな、なんて感じも
しないでもありません。
　何といっても、本田さんが来れば、全国から本田昇
グループみたいな方々が駆け付けてくださいます。ア
メリカで、書かれている日本的な「共同体資本主義」
にあてはまるのかもしれません。
村沢義久先生
　私も10年以上アメリカに住んでおりました。ベン
チャーの本場のシリコンバレーに住んでいました。面
白いのは、テスラという車メーカーですね。テスラの
EVは、先ほど少し説明しました航続距離390キロメー
トルという高性能車で、しかも７年で上場した。創業
者はIT関係の人ですね。
　日本とアメリカをベンチャーの環境で考えてみます
と、これまではやはりアメリカの方がすごいですね。
日本は成功していない。例えばパソコン。これはどこ
製ですか。iPadですね。iPadはアップルですからね。
　アップルというのは今やもう、出来上がった会社で
すけれど、私がアメリカに留学しているときはまだ新
興企業だったんです。パソコンはアメリカとか、世界
では新しい企業がつくっています。マイクロソフトも、
うちの娘なんか古い会社だと思っていますけれども、
私がアメリカにいたころ出てきた会社なので、新興な
んです。ベンチャーがつくっている。それから台湾の
エイサーとかも全部新しい。
　日本は逆で、いまだにパナソニックだ、ソニーだ、
富士通だ、NECでしょう。パソコンは、海外はベン
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チャーが中心なのに、日本は、ほぼ古い体質の大企業
が中心です。だから、だんだん負けていくわけです。
　それで、電気自動車も現在のところは、日本は日産
と三菱という既存の大企業です。ところがアメリカを
引っ張っているのはテスラです。しかもそのリーダー
達は自動車屋じゃなくて、IT屋さんです。
　しかし、日本でも電気自動車に関しては、これから
はスモール・ハンドレッドが主役になります。という
ことは、異業種なんて言葉はなくなります。誰でも参
入できるということです。トヨタに任せておいたら、
いいものが出てこないから皆さん頑張ってください。
　誰でもどんどん参入しようというのはアメリカに近
い考えで、日本とアメリカでおそらく違っているのは、
実年齢だけでしょう。アメリカでは本物の若者が参入
しますが、日本は爺さんでいい。気持ちさえ若ければ
いい。僕らは、たぶんものすごく若いんです、考え方が。
　この人（本田氏）なんて、車で東京へ来るのに、雪
が降ったら危ないから来るなよと言っているのに、吹
雪の中を時速10キロで車を引っ張って来るんですよ。
気持ちが若いんです。私も還暦を過ぎて来年から、前
期高齢者ですよ。だけど、二人とも、気持ちは若くて
ベンチャー精神旺盛なんです。
　だからアメリカと違うところがあるとすれば、アメ
リカは本当に若い人がベンチャーをやっていて、日本
人は年寄であっても気が若ければいい。そういうこと
です。逆に、日米の共通点は異業種でも何でも参入す
るということです。ソーラーにも車にも関係がなかっ
た人がこの業界に入ってるというところだと思いま
す。
　年寄りがあまり居座ったら、若い人に悪いという意
見もありますが、それなら年寄りは駄目だというふう
に若い人が頑張ったらいいのです。しかし、実力で勝
負して、結局年寄りが勝っているのならしょうがない
と。悪いけれどあなた方若い人は、若さがあっても、
意欲がないと職がないよと。そういうことはあり得る
んです。文句あるならわれわれを蹴飛ばせということ
です。
　だから、まとめて言いますと、ベンチャーは若い者
がやるべきだ。しかし、日本では精神年齢の若いこと
が重要なのであって、実際の歳には関係ないってこと
です。だっていいですか、（本田氏に向かって）60何歳？
本田昇社長
　５。
村沢義久先生
　こんなに前期高齢者になってもまだ現役ですよ。い
いですか。彼も私も100歳になったって同じことを言っ
ているんですから。あと35年あるということは、まだ
まだ若手ということですからね。
本田昇社長
　そうですね。
村沢義久先生
　本物の若手にもっと頑張ってほしいです。というこ
とです。
吉田一郎准教授
　若手を育成するには、どうしたらよいのでしょうか。
本田さん、何かありませんか。
本田昇社長
　はい。
吉田一郎准教授
　今後若手を、育成しないといけないと思うのですけ
れども。
本田昇社長
　私が皆さんに言いたいことは、先ほど時間がなくて
言えなかったのですが。私は素人です、自動車屋じゃ
ない、整備工場じゃない、電気屋じゃない。しかし、
３年でほとんどほぼ立ち上げて、ある意味日本で１位
になりました。いいですか、素人ですよ。何でか分か
りますか。素人だからできたんです。これを整備士さ
んにやれと言ったら、どだい無理なんです。なぜかと
いうと、整備士の考え方が頭の中にしっかり入ってい
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るから、抜けることができない。でも、素人の私が何
もない中で、ホームセンター通いをして車を１台つく
り上げた。
　先ほども言っていますよね、三条、燕は違うんです。
ものづくりの全てがあると言って過言じゃないです。
全てのものがある。それを私のようにない中でゼロか
ら考えてやっていこうよといったときに、素晴らしい
ものが出てくる。
　今、司会のほうから、じゃあ若手を育てる、若手じゃ
なくて新しいことをやる人を育てるのです。そのよう
に変えていただきたいなと思います。若手じゃなくて
もいい、年取っていてもいい。私は今65歳です。63歳
から始めたのです。ゼロです。知識もない、何もない。
　さっき泳ぎの話がありました。知識はいらない、水
の中に叩き込めばいい。私は自分で叩き込みました。
電気自動車、改造電気自動車という、そういう環境に
自分を追い込んだのです。習いに行ったときには10人
来ましたけれども、実際に作ったのは私一人です。あ
とはみんな若い人です。
　電話が来て「本田さん、あれってできる？」。あれっ
てできる？って、勉強に行ったことをあれって言うん
です。「あれってできる？できないと思うんだけど」。
そう、俺はつくってみるよと言ったらびっくりしてい
ましたけれど。
　やはり熱意、やる気だと思います。それとあと、今
司会者のほうから言われた、育成の話ですけれども、
これは県のほうにもお願いしたいのですが、よその県
では、もう、例えば職業訓練所みたいなところに、事
業として入っております。EVの改造が。だから、そ
ういう改造電気自動車に触れることからのイベント、
勉強会、そういうものをどんどん開催していただきた
いと、このように思います。
　今日、先ほどご紹介したような、うちのEVアドバ
イザー研修を受けたEVアドバイザーもおります。声
を掛ければ、これだけ駆け付けてくれます。本当にう
れしいことです。ぜひ、今日せっかくこれだけの人た
ちが、三条でこの話を聞いたわけですから。ここでも
し11月末までの補助金があるうちに、１台も改造が出
なかったら悔しいですね。あえて私ではなく、俺と言
います。俺は悔しい。俺は寂しい。
　いいですか、先ほど私は黒船が来たと言いました。
黒船が来たときには皆、反対しました。それよりも、
もっと言いたいことは、黒船が来たときには、日本に
は鉄鋼船の技術はなかったのです。鉄鋼船の参入とい
うことはなかったのです。それが木造船から鉄鋼船に、
たった２年間でつくり上げたのです、日本人は。何も
ないうちからやったのです。それを、皆さん方は全部
あるのです。できなかったらどうしよう、ねえ。来年
も新潟県の未来はないと言っているぐらい、三条、燕
に期待したいかなと、このように思います。
吉田一郎准教授
　それでは、地元の加茂商工会議所の青年部直前会長
で、青年部のまとめ役でもある有本さん、何かコメン
トお願いします。
有本賢一商工会議所青年部直前会長
　私も本当言えば、私も起業したんですと言えれば一
番いいのでしょうけれども、私はどちらかというと、
私で８代目の呉服屋の、ある意味起業とはまったくか
け離れた場所にいたのですけれども、商工会の青年部
に起業したメンバーというのはたくさんいます。
　でもやはり、起業すると最初のうちはどうしても、
若造と必ず言われます。「若造がこういうことをやっ
て大丈夫なのか」。やはりそういう偏見が中にあるの
だと思います。
　私も、今44歳ですけれども、どこに行ってもまだ若
造扱いされます。やはりそういう部分で、若い人たち
を育てる土壌というのも、必要になってくるのかなと。
さっきも、産業労働観光部の河合さんが、若様、若者
がしっかりしないとできないという話をされてまし
た。
　私たちの中でも、こんなことをやりたい、あんなこ
とをやりたい、20代、30代、かなり血気盛んなやつが
いっぱいいます。そんな中で、そういう人たちの心を
酌んでくれる大人がいてもらえると、ばかなことを
やっても、「おまえら、けつ拭いてやるぞ」という人
たちがいてもらえると、若い人にもいろいろ自分たち
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のやりたいことができる。
　そういう土壌というのは、時間もそうですし、金銭
面、全てにおいて見守ってくれる、こういう言い方は
悪いのですが、見守ってくれるというのもやはり必要
なのではないかと思います。
　このEVに関しても、私も先ほども言いましたよう
に、去年うちの商工会議所の青年部でそんな話を聞き
まして、その中でもやりたい、でも資金的なものとか、
そういうものが足りない。そんな話になったと聞きま
した。やはりそういう部分で、そういうふうにちゃん
と見てくれると人がいると、いい流れが、いろいろな
ものが進む流れができてくるのではないかなと思って
おります。
吉田一郎准教授
　見守ってくれる大人というのは、本田さんであり、
松田さんだいうことですね。
有本賢一商工会青年部直前会長
　そうですね。
吉田一郎准教授
　ありがとうございます。
　実は、議題をもう３つほど作ってきたのですけれど
も、時間のほうが、もうほとんどなくなってきてしま
いました。最後に村沢先生のほうからまとめてお話し
いただけたらと思います。
村沢義久先生
　一つは、具体的なことをお話しします。先ほど、
ミニカーの可能性というのが出てきました。これは
ちょっと注意が必要でして、地元で手づくりの電気自
動車を産業化していただくのでしたら、私はやはり既
存の中古車の改造。きょう出てきた、コンバートEV
のほうが可能性が大きいと思います。
　ミニカーをやるときは、車体から全部つくります。
だから、うまく行けば燕三条の特徴を出すという可能
性もありますけれども、単なるミニカーですと大手が
出てきますので大量生産の競争になると規模の原理で
負けてしまいます。ですから地場でやるときには、大
手がやりそうもないようなところでやる。つまり、コ
ンバートのほうが、たぶんやらないですから、そのほ
うが可能性が高いと思います。
　もう一つ、これからは地方分散の時代です。政府が
自民党になろうが、民主党になろうが、改造電気自動
車は地方でできるんです。技術的にできますから。（本
田氏を指さして）こんな人がいますから。地方から、
どんどんやっていったらいい。それを地方のマスコミ
に取り上げさせて、こちらから仕掛けていく時代だと
思います。
　私も100パーセント応援します。20世紀は東京の時
代、中央の時代、大企業の時代、お上の時代、21世紀
は全部逆。地方、中小企業、お上じゃなく個人と思っ
ております。
吉田一郎准教授
　どうもありがとうございました。まだまだ議論を続
けていきたいのですが、時間の方がなくなってしまい
ました。皆さま本当にありがとうございます。
　私が前もってパネリストの皆さんにお願いしておい
たことは、「このパネルは、近い将来、自動車は、中
小企業が造る時代が到来することを念頭に置いて欲し
い。自動車産業を中心として日本の産業構造は、中小
企業が中心となる構造に変革する可能性が高いこと、
このシンポジウムは、パラダイムシフト（考え方を転
換させる）を目指す場にするようにしていこう」とい
うことです。
　今日、基調報告からパネルディスカッションまで行
いまして、本当にもう間近に電気自動車の時代の到来
を感じるとともに中小企業が活躍する時代が来る可能
性も感じることができました。
　村沢先生が、「スモール・ハンドレッド（small 
hundreds）」という概念を提示されましたが、まさに、
この「スモール・ハンドレッド」という概念は我々皆
の目指すべき概念ではないかと思います。
　本日は、長時間に亘って有難うございました。パネ
リストの皆様、ありがとうございました。
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司会
　どうもありがとうございました。本日は皆さま方、
このシンポジウムにご参加いただきまして、まことに
ありがとうございました。
　本日、受付で皆さま方に配布させていただきました
資料の中に、アンケート用紙が入っております。何と
ぞ、ご協力をお願いしたいと思います。
　本日はお忙しい中、ご参加いただきましてありがと
うございました。これをもちまして、終了させていた
だきます。
